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▼ JLA認知症バリアフリー図書館特

別検討チーム，「2025年度　認知症
の日・認知症月間の図書館の取組
事例」を掲載

　認知症バリアフリー図書館特別検
討チームは，９月21日の「認知症の
日（世界アルツハイマーデー）」，９
月の「認知症月間（世界アルツハイ
マー月間）」に際して，図書館で実施
した取り組みについて，「2025年度　
認知症の日・認知症月間の図書館の
取組事例」としてHPに掲載した。
認知症バリアフリー取組事例（JLA

認知症バリアフリー図書館特別検
討チーム）：https://www.jla.or.jp/
committees/ninchisho/ninchisho-
jirei/

▼福島県立図書館「福島県立図書館
デジタルライブラリー」を開設

　１月８日，福島県立図書館が図書
館システムを更新し，新たにデジタ
ル化した同館の所蔵資料が閲覧でき
る「福島県立図書館デジタルライブ
ラリー」を開設した。資料種別や市
町村別，時代別に資料が検索できる
ほか，スペシャルコンテンツとして，

「地図から探す昔の写真」や「古地
図・絵図と現代地図の比較」が公開
されている。
福島県立図書館デジタルライブラ

リー：https://adeac.jp/fukushima�
-pref-lib/top/

▼日本図書館情報学会，『公共図書館
の未来－市民参画・連携・再編・
メタバースの観点から－』刊行

　日本図書館情報学会は，このほど
『公共図書館の未来－市民参画・連
携・再編・メタバースの観点から－』
を刊行した。本書は，新シリーズ

「2030年代の図書館と情報サービス」
第１巻にあたり，初期キャリア研究
者支援のための取り組みの一環とし
て，中堅研究者がメンターとなり初

期キャリア研究者の執筆活動を支援
している。執筆者には，大学所属の
研究者のほか，日本図書館協会から
認定司書の認定を受けた現職の公共
図書館員も含まれている。
　第１巻は，公共図書館の「新しい」
サービスや経営手法に焦点を当て，
図書館における市民参画による文化
活動のあり方，全国的に顕在化しつ
つある公共図書館の統合・廃止問題
等についての５論文が掲載されてい
る。
　本書は，日本図書館情報学会の
webサイトから，無料で全ページ読
むことができる。
刊行書籍（日本図書館情報学会）：h�

ttps://jslis.jp/publications/book/

▼「りんごプロジェクト」が令和７
年度バリアフリー・ユニバーサル
デザイン推進功労者の内閣府特命
担当大臣表彰優良賞を受賞

　「図書館からはじまるインクルー
シブな社会」を目指して，NPO法人
ピープルデザイン研究所で活動して
いる「りんごプロジェクト」が令和
７年度バリアフリー・ユニバーサル
デザイン推進功労者表彰の内閣府特
命担当大臣表彰優良賞を受賞した。
　りんごプロジェクトは，図書館や
学校図書館にりんごの棚を設置して
もらう取り組みを通して，障害のあ
るなしにかかわらず広く市民にバリ
アフリー図書を知ってもらい，自分
に合った読書スタイルを見つけても
らう，広めてもらう活動を行い，ま
た，多くの学校や図書館等でバリア
フリー資料の体験会も実施している。
　授賞式は，2025年12月24日に内閣
総理大臣官邸２階大ホールにおいて
行われ，高市首相や黄川田内閣府特
命担当大臣から表彰状が授与され
た。授賞式には，NPO法人の代表と
プロジェクトメンバーの佐藤聖一氏

（JLA障害者サービス委員会委員）など
が参加し，高市首相にバリアフリー
図書を見ていただきながら，直接り
んごの棚や読書バリアフリーについ
ての説明を行った。
　このバリアフリー・ユニバーサル
デザイン推進功労者表彰は，2001年
11月６日に開催された「バリアフ
リーに関する関係閣僚会議（第２
回）」において創設され，バリアフ
リー・ユニバーサルデザインの推進
について顕著な功績のあった者を顕
彰し，優れた取り組みを広く普及さ
せることを目的として実施され，今
回が第24回となる。
りんごプロジェクトのページ：http�

s://peraichi.com/landing_pages/v�
iew/ringoprogectbook/

共生社会のマナビ　障害者の生涯学
習推進ポータルサイト（文部科学
省）：https://kyouseisyakainoma�
nabi.mext.go.jp/news_bf-ud-hyou�
shou_r7/

▼千代田区立図書館「千代田区立図
書館カスタマーハラスメント対応
指針」を公表

　千代田区立図書館は12月１日，職
員が安全に業務にあたれる環境整備
のため，具体的な対応マニュアルを
含む「千代田区立図書館カスタマー
ハラスメント対応指針」を策定・公
表した。
　本指針は，同館の現状および指定
管理者制度による運営に基づいた内
容であるが，全国の図書館でカスハ
ラ対応が課題となる中，各館の状況
に合わせて参照・活用いただきたい
としてホームページで公開されてい
る。また，内容のさらなる改善に向
け，広く意見も募っている。
　なお，具体的な対応手順を記した

「第２部　カスタマーハラスメント
対応マニュアル」については，情報

NEWSNEWS
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の独り歩きを防ぐため，図書館等の
公共的機関・組織からの個別申請に
基づき提供される。希望する場合は，
同館ホームページの「お問い合わせ」
メールフォームより申請が可能。

「千代田区立図書館カスタマーハラ
スメント対応指針」：https://ww�
w.library.chiyoda.tokyo.jp/about/
management/

千代田図書館　お問い合わせフォー
ム：https://ucs.library.chiyoda.to�
kyo.jp/chiyoda_contact

▼国立国会図書館，書影APIのサー
ビス終了

　国立国会図書館は，国立国会図書
館サーチの外部提供インターフェー
ス（API）のうち，書影画像を提供す
る書影APIについて，2026年３月31
日をもってサービスを終了すること
になった。データ提供機関である出
版情報登録センター（JPRO）の利用
規約改定に伴うものである。
国立国会図書館サーチ：お知らせ
「書影APIのサービス終了につい
て」：https://ndlsearch.ndl.go.jp/
news/20251217

●ひと

＜訃報＞
●渡辺信一（わたなべ・しんいち）氏
　2025年11月17日逝去。享年90歳。
　元同志社大学教授。
　日本図書館協会図書館学教育部会

（現図書館情報学教育部会）部会長，常
務理事を務められたほか，日本図書
館研究会理事，『図書館界』編集委
員，日本図書館情報学会理事・監事
等を歴任。学校図書館や図書館情報
学教育を中心に図書館情報学の発展
に尽力された。

●つどい

■図書館政策セミナー「市民と図書
館～ともに図書館のすそ野を広げ
ていくために～」

　『市民の図書館』の刊行とその後の
実践は，住民の期待と要求を拠りど
ころに図書館を大きく発展させまし
た。しかし今，人口減少や社会イン
フラの老朽化等，戦後の成長トレン
ドとは大きく異なる環境変動に私た
ちは見舞われています。これからの
図書館は，私たちの自立と社会の健
全性をどのように支援できるでしょ
うか。その図書館のあり方を，主権
者である市民と図書館が向き合い，
ともに考え，つくり合うことを，講
演と対話を通して考えたいと思いま
す。
主催：日本図書館協会図書館政策企

画委員会
日時：３月15日（日）13:00-16:30
（12:30開場）

会場：日本図書館協会研修室
内容：第１部＝講演１市民と図書

館：『市民の図書館』の到達点と課
題（嶋田学：市民と図書館の未来
プロジェクトチーム主査，京都橘
大学文学部歴史遺産学科教授＊），
２市民にとっての図書館，市民の
ための図書館とは（阿曾千代子：
図書館友の会全国連絡会代表，図
書館とともだち・鎌倉），３公共図
書館が，未来に向かって市民の自
治をともに育てる（大石正人：多
摩市の図書館をともに育てる会），
４公共図書館は『市民の図書館』
となっているか？（岡本正子：川
崎市民・図書館利用者＊），報告：
図書館と地域メディアの連携によ
る読書活動支援（佐藤壮広：山梨
学院大学特任准教授＊）／第２部
＝これからの市民と図書館のあり

方について：課題と展望　「市民
と図書館の未来プロジェクト」に
向けた市民対話，趣旨説明：コー
ディネーター（嶋田学），報告：

「市民と図書館の未来プロジェク
ト」（「市民と図書館の未来プロ
ジェクト」メンバー），質疑応答・
意見交換　＊図書館政策企画委員
会委員

開催方法：会場（定員60名，申込先
着順）／オンライン（定員60名，申
込先着順）

参加費：会場＝資料代500円（会場受
付にてお支払い）／オンライン＝
無料

申込方法：件名を「3.15図書館セミ
ナー」とし，以下を記載の上，
E-mailでお申し込みください。１
氏名，２所属，３連絡先（電話，
E-mailのいずれか），４参加方法

（会場，オンラインのいずれか），
５懇親会の参加希望（希望者のみ
事前申し込み（20名まで）：参加費
4,000円程度・当日お支払い）

申込締切：３月９日（月）12:00（定
員になり次第締切）

問合・申込先：日本図書館協会・秦
☎03-3523-0816　E-mail：kikaku�
@jla.or.jp

■図書館基礎講座オンライン2025
　図書館で働くすべての方へ−雇用
形態や業務内容，経験年数を問わず，
図書館の現場で役立つ知識を身につ
けたい方のためのオンライン講座で
す。図書館の理念や社会的役割など，
公共図書館で必要となる基礎知識を
体系的に学べます。スキルアップの
第一歩を，この機会に一緒に踏み出
しましょう！
主催：日本図書館協会非正規雇用職

員に関する委員会　図書館基礎講
座小委員会

配信期間：2026年３月３日（火）

NEWS
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10:00～2026年５月31日（日）24:00
内容：１図書館の基礎（高橋将人：

南相馬市立中央図書館），２現代
の図書館の動向（郷野目香織：新
庄市立図書館，日本図書館協会認
定司書第1124号），３出版流通と資
料選択（西川啓子：水戸市立見和
図書館，日本図書館協会認定司書
第1184号），４図書館の自由（千錫
烈：JLA図書館の自由委員会）　
※各講座の視聴時間は２時間程度

対象：全国の非正規雇用職員および
図書館に関心のある方

受講方法：インターネット環境があ
れば，どなたでも都合のよい時間
に受講可能

開催方法：録画配信（予約申込不要）
受講料：無料
※視聴URLは２月下旬に日本図書館

協会HPに掲載予定
問合先：日本図書館協会事務局・星

川　E-mail：kikaku@jla.or.jp
■日本図書館研究会　第67回（2025
年度）研究大会

期日：３月７日（土）～８日（日）
会場：３月７日：同志社大学新町

キャンパス　尋真館Z21教室／８
日：キャンパスプラザ京都　第２
講義室

内容：３月７日：個人研究発表・グ
ループ研究発表ほか／８日：シン
ポジウム「メディア情報リテラ
シー：フェイクニュース等に対し
て図書館で何ができるのか」

参加費：会員1,800円，非会員2,800
円，学生800円

申込：2026年２月28日（土）までに，
下記Peatixサイトより

　https://naltaikai2025.peatix.com
詳細HP：https://www.nal-lib.jp/67�

taikai/

●その他

◆日本図書館協会資料保存委員会
『ネットワーク資料保存』No.141を
掲載

　内容は以下のとおり。
　国立国会図書館　令和７年度資料
保存研修に参加して（吉田奈緒子）／

〈参加記〉第30回史料保存利用問題シ
ンポジウム「危機にある「戦争関連
資料」－歴史的文化遺産として残す

ために－」（富田三紗子）／〈参加記〉
第111回全国図書館大会第10分科会

「持続可能な資料保存（環境管理）」
（福士明日香）／〈資料紹介〉『文化財
防災ハンドブック－被災視聴覚資料
の基礎と応急処置－』（児玉優子）

『ネットワーク資料保存』No.141：h�
ttps://www.jla.or.jp/wp/wp-conte�
nt/uploads/2025/12/NW141.pdf

NEWS

　少し前のことになるが，ある図書館から，防犯カメラ設置に関する相
談が図書館の自由委員会（以下，委員会）へ寄せられた。利用者から職員
へのつきまといや暴言への対応策を検討したいとのことである。
　職員が被害にあわないように備えることは重要である。しかしながら，
利用者による問題行動の証拠保全は複数人による目視やメモ等でも十分
可能であるし，あくまでも事後的な対応であり，職員の安全を根本的に
保障しうる手段にはなり得ない。カウンター内にカメラを設置すれば，
利用者と資料が同時に映り込んでしまうことに抵抗を感じる利用者もい
るだろう。防犯上の理由から，「死角」にカメラを設置することはあるか
もしれないが，複数人の職員の目が常に行き届くような場所にカメラを
設置することを利用者に納得してもらえるだろうか。「図書館の自由に関
する宣言」第３には，「利用者の秘密を守る」と記されている。カメラの
設置によって知る自由が侵害されることがあってはならない。相談者に
こういったことを説明したところ，「カウンター内にはカメラは設置しな
い方向で話し合ってみたい」という返答を得た。
　防犯カメラの設置については，委員会が担当している講座や研修会な
どでもよく話題になる。その際，時折耳にすることは，自治体全体での
カメラ設置・運用に関する基本的なルールが存在する一方で，図書館業
務にそれがどのように適用されるのかが十分に確認・整理されていない
ケースも少なくないということである。公共施設としての一般的な基準
を前提としつつ，図書館の特性である利用者の知る自由を保障すること
をふまえた解釈と運用が不可欠である。
　委員会では，2025年７月，「図書館における「防犯カメラ」の設置・運
用について」を公表している。カメラの設置はそもそも必要なのか，設
置するとすればどのような点に気を付ければよいのか，設置後の効果の
検証は行われているか，など，カメラの設置・運用を検討する上でのポ
イントを解説している。広く活用していただけることを願っている。
� （いしかわ　まい：JLA図書館の自由委員会）

図書館と「防犯カメラ」の課題

石 川 　 舞

こらむ
図書館の
自由

NEWS
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●全国

▲

［国立］国会図書館で不正アクセス
　情報流出疑い �（福島民報11/12）▲

〔自治〕雇用不安定化装置としての
会計年度任用職員制度　雇用不安定
化という副作用　担い手不足を引き
起こす　立教大学コミュニティ福祉
学部特任教授　上林陽治 
� （自治日報11/17）▲

学校図書館「不十分」　［全国学校
図書館］協議会調査　中学46％，高校
56％　「学習活用しにくい」 
� （読売12/2）▲

［一般社団法人法律書］デジタル図
書館　法人側争う姿勢　訴訟口頭弁
論 � （読売12/6）▲

〔文化〕紙の資料集　販売が激減　
大学図書館の予算削減響く　収蔵場
所も問題　オンライン DB 移行する
動きも　保存どうする �（読売12/8）▲

空き家変身　街の図書館　地域の
居場所・気軽に読書　銀行を改装［８
BOOKs SENDAI（仙台市）］　住民
参加［さいかちどブンコ（草加市）］　
商店街に活気［みんなの図書館さん
かく（焼津市）］　［全市町村中］256町
村書店もなく � （読売12/13夕）▲

学校図書館議［員］連［盟］が視察　
［横浜市立北綱島特別支援学校］ 
� （読売12/16）▲

記念対談「スマホ依存時代の活字
文化振興をめざす」　文字・活字文化
振興法公布20周年　紙の読書熟慮型
思考育てる　川島隆太氏　東北大

［学］教授　×　山口寿一氏　学校図
書館整備推進会議図書館改革プロ
ジェクト代表　山口氏　SNS 依存青
少年の心に問題／川島氏　デジタル
の利点，欠点の検証を　スマート
フォンやSNSの過剰利用　デジタル
教科書　読書の効用　文［部］科［学］
省，［デジタル教科書に関する］中

［央］教［育］審［議会］の審議まとめ報
告　講演　スマホ長時間使用懸念　
川島氏　SNS 規制国際的潮流　山口
氏　知識と知恵の継承・向上に不可
欠　公共図書館増，振興法の理念追

求 � （読売12/17）

●北海道・東北

▲

クマ目撃で休館・休講　［宮城］県
図書館・宮城大［学大和キャンパス］
　駐車場に � （朝日〈宮城〉11/8）▲

「恩送り」図書館の輪　北海道［石
狩市民図書館］→東北［名取市図書館］
→能登半島［輪島市，珠洲市，志賀町
　石川県］　名取では特設コーナー
や募金活動 � （朝日〈宮城〉12/9）▲

福［島］大［学］教授ら絵本［『うさぎ
のしま』］寄贈　研究協力の16冊　福
島市立図書館に　［野田町中央町会］ 
� （読売〈福島〉11/9）▲

教諭ら新聞活用法学ぶ　［福島県］
県南高校図書館研究会　郡山北工

［業高校］で講演会 �（福島民報11/13）▲

迅速な救命方法確認　福島市立図
書館［職員］　AED などで講習 
� （福島民報〈福島・県北〉12/6）

●関東

▲

14市町村で図書館なく　「図書室」
は蔵書数に限界も　「財政上厳しい」

［一宮町「まちの図書室」］　資料のコ
ピーできず　貴重な資料塩漬けも

［御宿町］　［いすみ市：図書館2026年
７月頃開館予定］　［千葉県］ 
� （読売〈千葉〉12/9）▲

〔無言の証人　軍都の遺跡　戦後80
年〕４　軍需工場の名残点在　北区
立中央図書館　03年に区へ移管　由
来不明の建物 �（読売〈多摩〉12/14）▲

新図書館，新横浜に　横浜市，
［JR 新横浜］駅北側で調整 
� （朝日12/5）

●甲信越・北陸

▲

町の図書館でグッズゲット　［山
梨県］昭和［町］　スタンプラリー［町
内］３小［学校学校図書館］と連携 
� （山梨日日11/1）▲

「贈りたい本［大賞－大切な人に贈
りたい１冊］」受賞者表彰　［山梨］県
立図書館　糸井重里さんのトーク

［ショー］も � （山梨日日11/13）▲

身延［町立図書館］でブック・フェ
スタ［2025］　絵本作家［いしかわこう
じさん］による読み聞かせも　［山梨
県］ � （山梨日日11/24）

▲

色鮮やか　水引で小袋　［木曽］町
図書館で制作体験　［長野県］ 
� （市民タイムス〈木曽〉11/7）▲

書店で子どもの本紹介　［市立］須
坂図書館と市内３店［蔦屋書店須坂
店，平安堂須坂店，未来屋書店須坂
店］が連携 � （須坂11/22）

●東海
▲

［岐阜］県図書館の飲食店　27年の
歴史に幕　モーニング導入へ県が業
者公募　「突然で驚き」 
� （中日〈岐阜県版〉12/3）

●関西

▲

［神戸］市内22書店と企業，［中央］
図書館が連携　本とセット，読書
グッズ販売　５テーマに合わせたし
おりなど　［「神戸『本』の文化振興
プロジェクト」］ �（神戸〈神戸〉11/1）▲

大衆文化大正ロマンを紹介　［兵
庫］県立図書館，関連書籍を特集　児
童雑誌「赤い鳥」や文豪作品 
� （神戸〈明石〉11/15）▲

手話や聴覚障害理解深めて　［兵
庫］県立図書館　デフリンピック合
わせ展示 � （神戸〈明石〉11/20）▲

西兵庫信［用］金［庫］が児童書寄贈
　［明石市立］二見図書館に絵本など
113冊 � （神戸〈明石〉11/28）▲

兵庫［県内］の古墳テーマ30冊展示
　［兵庫］県立図書館　「蔵書，資料を
手におでかけを」 
� （神戸〈明石〉11/30）

●中国・四国

▲

図書館の役割探る　松山［市］で全
国［図書館］大会［愛媛大会］開幕 
� （愛媛10/31）

●海外

▲

マティス版画盗まれる　ブラジル
［サンパウロ］の［マリオ・デ・アンド
ラーデ］図書館　武装２人組 
� （福島民友12/9）

NEWS

新聞切抜帳

　今月も阿部千春様，石井一郎様，小
林敦子様，松野高徳様および山梨県立
図書館，県立長野図書館，愛媛県立図
書館の皆様より記事の提供を受けまし
た。ありがとうございました。

NEWS
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新 館 紹 介

■魚
うおぬまし

沼市立図書館　（新潟） ■妙
みょうこうし

高市図書館　（新潟）

■読
よみたんそん

谷村立図書館　（沖縄） ■南
なんかんまち

関町図書館〈このみc
ち

h-i〉　（熊本）

開館日　2025年４月29日
延床面積　2,095㎡
設計　株式会社S.U建築設計
〒946-0011　魚沼市小出島130-1
☎025-792-0337

開館日　2025年10月４日
延床面積　1,772㎡
設計　株式会社佐藤総合計画
〒944-0043　妙高市朝日町1-8-11
☎0255-72-9415

開館日　2025年10月１日
延床面積　1,837㎡
設計　株式会社NDアーキテクトン
〒904-0301　中頭郡読谷村字座喜味2901-1
☎098-958-3113

開館日　2025年10月８日
延床面積　1,545㎡
設計　株式会社ブルースタジオ
〒861-0803　玉名郡南関町関町1230
☎0968-53-3746

▲

魚野川の流れをイメージした「段状書架」が，二階か
ら三階にわたって三段あります。これにより視認性が良
く，本を探しやすい多様な表情を持つ図書館となってい
ます。利用者一人ひとりにとって居心地の良い図書館を
目指しています。� （星　孝男）

▲

妙高市図書館は，妙高戸隠連山国立公園の山々を眺望
しながら，読書や学習をはじめ，時にはイベント等に参
加するなど，日常に，ちょっといい時間を＋（ぷらす）す
る交流拠点です。� （小林　豊）

▲

読谷村の未来を育む「家」をコンセプトにリニューア
ルオープン。館内にカフェ併設。本とコーヒーでゆった
りとした時間をお楽しみください。10時～22時まで開館。
６月23日のみ休館。� （濱田　優）

▲

年間30万人が訪れた温浴施設を図書館を核にした交流
拠点施設としてリニューアル。完全自由配架で本を探す
図書館から本と出会う図書館へ。愛称〈このみch-i〉は
所縁の北原白秋の童謡から。� （佐藤　慧）
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１．はじめに
　静岡県教育委員会によって，2020（令和２）年度
末に初めて「県立中央図書館司書育成指針〜理想
の司書を目指して〜」（以下「育成指針」）が作成さ
れ，現在は，2021（令和３）年度改正版を運用し，
各種研修等を実施しています。
　本稿では，育成指針作成の背景や概要について
簡単に報告します。ご興味のある方は当館Webサ
イト1）に育成指針全文を掲載していますので，そち
らをご覧ください。なお，作成の背景等，現状と
は異なっている部分もありますが，作成当時の状
況で記載させていただいたことをご了承ください。

２．背景
　作成前の当館では，2005（平成17）～2007（平成
19）年度2）に採用した５人の司書採用職員（専門職
司書）と人事異動で配属された司書資格を持つ教
育行政職員（行政職司書），教員，行政職員，非正
規職員が図書館業務を担っていました。人事異動
で初めて図書館に配置される職員が多いことや専
門職司書の人数が少ないことから，専門研修が新
任者や初学者を中心とした研修内容にとどまり，
それまでは専門職としての司書の研修体系等が定
められていませんでした。
　こうした中，経験の長い行政職司書の退職や新
図書館開館に備えて専門性補強の観点から，2021
年度から専門職司書の新規採用を再開することに
なりました。
　これを受けて，2020年12月に人事担当課から，
司書の研修について相談があり，主管課を含めて
協議した結果，教育行政職CDP3）の専門職研修に
位置づけ，研修体系のみではなく，人材育成の意
味を持たせた育成指針を作成することとなりまし
た。なお，作成のきっかけは，専門職司書のキャ
リア形成ではあったものの，前述のとおり当館に
は複数の職種が在籍しているため，対象範囲は図
書館に在籍中の他の職種の職員も一部を適用する

こととしました。

３．計画作成の過程
　2020年度末の完成を目指し，図書館の研修を担
当している企画振興課長を中心に，アドバイザー
を豊田高広氏4）に依頼しました。
　まず，理想の司書像や司書の役割を明らかにし，
育成するための方策案を作成するため，専門職司
書や行政職司書のグループ別ワークショップを実
施しました。また，新館計画において検討中で
あったキャリアパスをベースにして，「看護師のク
リニカルラダー（日本看護協会）」等を参考に，職
員の意見の聴き取りを繰り返し，図書館協議会に
おいても議題に取り上げました。
　この短期間で作成できたのは担当職員の努力は
もちろん，館内職員，主管課，人事担当課の協力
があってのことと思います。

４．育成指針の概要
　育成指針は，県の図書館政策を実施し，新県立
中央図書館基本計画が描く図書館を実現するため
の専門業務を担う司書の，専門職としてのキャリ
アや専門性を育成するためのものです。そして，
県立中央図書館の専門職司書の役割を果たすため
に，能力を高め，理想の司書像を追求する姿勢を
期待するとしています。
　「専門職司書の役割を果たすための能力」では，
図１のように「専門職司書に求められる知識・技
術」を項目ごとに３段階のレベルで整理し，各自
で到達したい目標をイメージ化できるようにしま
した。
　また，「人材育成のための職員研修体系」におい
て，基本研修は教育行政職全体を対象とする研修
を位置づけ，専門職研修には，司書職として館内
研修，県内図書館職員向け研修の受講はもちろん，
講師を目指すことを想定した研修を含みます。外
部研修では，図２のように経験年数別に必須研修

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）

県立中央図書館司書育成指針

〜理想の司書を目指して〜

殿岡容子

県立中央図書館司書育成指針～理想の司書を目指して～

殿岡容子

特集◉トピックスで追う図書館とその周辺
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と推奨研修を示しました。
　その他，学びやすい職場環境を整えることを目
的として「学びやすく，学習成果を活かしやすい
職場環境づくり」も記載しています。

５．運用について
　育成指針を効果的に運用するため，各職種から
選出した職員４人と副館長・企画振興課長による
委員会を設置し，２年間かけて検討しました。
チューターは同じ班内で担当業務を相談できる人，
メンターは同じ職種の班長・課長等とし，毎年自
己目標計画書を作成しています。外部研修につい
ては，必須研修を勤務経験年数別と担当職員が受
講すべき研修，推奨研修等整理し直しました。ま
た，講師経験の研鑽の一歩として，県内図書館職
員向け研修の基礎研修において講師を務めること
としました。運用方法が決定したため，2023（令

和５）年度からは，研修受講者の決定やチュー
ター・メンターの指名の観点から，委員を各課長
と研修担当班長として運用しています。
　なお，新規採用の司書は，県教育委員会主催の
新規採用職員研修内にて育成指針の概要を受講す
る時間が設けられています。

６．課題
　現状の主な課題として，以下の３点が挙げられ
ます。
　第１に，外部研修についてです。まず，経験年
数を目安に必須研修や推奨研修を定義しています
が，受講するための予算を確保できることが前提
となります。その他，必須研修該当者の該当研修
が，そのとき担当している業務に直結していない
ことや研修の開催が中止になったり，新たに受講
すべき研修が開催されたりすることもあります。
　第２に，「交流異動中の専門職司書への配慮」に
ついて，現所属の業務との関係から，研修への参
加が難しい場合もあります。
　第３に，育成指針の評価や見直しの計画は今の
ところ明確になっていません。

７．さいごに
　育成指針が作成されたことにより，県の図書館
政策を実施するために必要な司書像，役割，能力
を明らかにすることができ，その結果，司書の専
門性を明示しやすくなりました。記載内容は，理
想論の部分や，取り巻く環境の変化により実現が
難しい部分もあります。しかしながら，育成指針
があるということは，私たちにとって大きなより
どころとなっています。今後も時代にあわせた見
直しを実施しつつ，県立中央図書館としての役割
を果たすために，理想の司書の育成を目指して取
り組んでいきたいと思います。

注
１）https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/gaiyou/in�

dex.html
２）退職により欠員補充として2012（平成24）年度に１名採用
３）静岡県教育委員会キャリア・デベロップメント・プログラ

ム計画書（教育行政職）
４）フルライトスペース株式会社特別研究員。静岡市在住で，

静岡市立御幸町図書館長や田原市立中央図書館長を歴任し，
現在は新任館長研修講師ほか

� （とのおか　ようこ：静岡県立中央図書館）
［NDC10：010.7　
� BSH：1．静岡県立中央図書館　2．研修（図書館員）］

知識・技術レベル レベル１ レベル２ レベル３

専門職能力 能力開発期 能力習熟期 能力活用期

司
書
基
礎
力

カ�　一般コミ�
ュニケーシ�
ョン知識

全般的なコミュ
ニケーションに
関する知識を身
につける
・聞き取り能力
・伝達能力

レファレンス・
PRなど場面別の
技術，メール・
SNSなど手段別
の知識を習得す
る
・各サービスに
おけるコミュニ
ケーション

カウンセリング
やティーチング
など関連領域に
関する知識を深
め，状況に応じ
た効果的なコ
ミュニケーショ
ンを行う
・カウンセリン
グ能力

司
書
専
門
力

ア�　講師技術 講師を行うにあ
たり必要な知識
を身につける
・講義法やティ�
ーチングに関す
る知識や技術の
取得

県立中央図書館
における講座・
講義において講
師を務められる
能力を習得する
・県立中央図書
館の講座や講義
などで講師を務
める

県立中央図書館
外における講座
や講義などで講
師を務められる
能力を開発する
・外部の講座や
講義などで講師
を務める

（1）�必須研修１（専門職司書は必ず受ける研修で，中でも①・②・⑤～
⑨・⑪・⑬・⑭，⑮，⑲，⑳は最優先すべき研修。その他の職員は
担当や図書館勤務年数を考慮して受講）

１～10年 ８～20年

②著作権セミナー

文化庁

③ 全国書誌データ・レ
ファレンス協同DB
利活用研修

国立国会図書館

⑮図書館司書専門講座

文部科学省
国立教育政策研究所

⑤ 障害者サービス担当
職員向け講座

国立国会図書館
日本図書館協会

⑥ 中堅職員ステップア 
ップ研修（1）

日本図書館協会

⑱ JMLAコア研修

日本医学図書館協会
日本薬学図書館協議会

図１．（別表１）専門職司書に求められる知識・技術から抜粋

図２．（別表４）専門職研修の外部研修から抜粋
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　第27回図書館総合展の最終日となる2025年10月
24日（金）の午後に，「Library of the Year 2025 最
終選考会」をパシフィコ横浜にて開催した。2006
年の初開催から数えて20回目となるため，節目の
振り返りとなる「Library of the Year 20周年記念
フォーラム」もプログラムに組み込むことになっ
た。筆者は選考委員長としてその進行役の立場に
いた者である。
　筆者が初めてLibrary of the Yearの選考に関
わったのは2011年であり，そこから15年間にわたっ
て委員を務めてきたことになる。Library of the 
Yearは10周年となる2015年限りでいったん一区切
りしており，2016年からは山崎博樹さんを中心と
した新たな選考委員会のもとで再始動している。
2021年からの５年間は筆者が選考委員長を引き継
ぎ，選考過程の取りまとめ役も担うことになった。
本稿では運営側の立場でLibrary of the Yearとい
う取り組みに関わっていた個人的な考えを記録に
残しておきたい。

１．何を目指して活動を続けてきたのか
　Library of the Yearは2006年の事業開始から現
在に至るまで「良い図書館を良いと言う」という
理念のもとに活動を行っている。賞の授与を通じ
て，ほかの図書館の参考になる優れた図書館的活
動の特徴を言語化する仕組みである。この活動は
次のような成果につながっている。
（1）良い図書館的活動を明示し，取り組みの内容
とその意義を言語化すること。

　「ほかの図書館にどのような良い影響を与えられ
そうか」「どういった点が優れているのか」などに
ついて簡潔な言葉で説明することを目指している。

表彰の際には授賞理由の提示を必須としており，
優秀賞は180～200字，ライブラリアンシップ賞は
280～300字の文字数でまとめている。受賞活動ご
とに分量のばらつきが出ないように，「◯文字程
度」とはせずに文字数の上限下限を明確に定め，
選考委員の合議によって文言を確定させている。
（2）先進的な活動を頑張って取り組んでいる人た
ちの喜ぶ顔を増やすこと。

　賞が授与される機会は受賞者にとって嬉しい出
来事であり，評価されることを喜ぶ関係者の数は
できるだけ多いに越したことはない。より良い図
書館をつくろうと頑張っている人たちのために，
こうした賞の授与の仕組みを維持している。優秀
賞とライブラリアンシップ賞を授与できる数には
限りがあるため，開催年によっては特別賞を別に
用意することもある。運営側には「できるだけ多
くの人たちに授与したい」という思いがある。
　こうした賞が有している権威を守るとともに，
その価値をさらに高めていくことも運営側は意識
しなくてはならない。そのためには一過性のもの
として終わりにしてしまうのではなく，毎年恒例
の事業として継続していくことも重要である。「誰
かがやらなければこうした顕彰事業は成立しない」
という思いのもとに続けてきたことでもある。
（3）優れた取り組みが真似され始めることで，社
会全体にその良い活動を波及させること。

　Library of the Yearで言語化された良い活動は，
その時点において高く評価されたものであるが，
時間が経てばそれらは普遍的で当たり前の図書館
サービスとして全国各地で定着していく。そのよ
うな次の世代の図書館の姿を想像させてくれるよ
うな流れを後押ししたいと考えている。

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）

20年間のLibrary of the Yearが目指したものと今後の展望

岡野裕行
20年間のLibrary of the Yearが目指したものと今後の展望
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２．どのような点に注意を払ってきたのか
　開催年ごとに受賞活動がもっとも注目されなけ
ればならないが，賞の権威を守るためには選ぶ側
の立場にいる選考委員会の姿勢も問われる。優れ
た活動を選ぶ際の判断基準が恣意的であってはな
らないし，選んだ結果に対しての根拠を明確に説
明できなくてはならない。
（1）選考過程の透明性を担保すること。
　受賞活動を決定する過程は，選考委員の書類審
査による第一次選考会，選考委員の議論による第
二次選考会，審査員の投票による最終選考会とい
う３段階に分けて行っている。2015年までは最終
選考会のみが一般公開となっていたが，2016年以
降は第二次選考会の議論の様子も公開するという
方針に変更している。Library of the Yearは受賞
活動に注目が集まりがちだが，第二次選考会に残
る活動も評価されるに値するものであり，翌年に
再度推薦されることも多いため，選考の様子を公
開することは受賞に至らなかった活動の関係者へ
の配慮でもある。
（2）選考過程の公平性を確保すること。
　Library of the Yearの選考過程は活動初期の時
点で大まかな形式が決まっていたが，2016年の再
始動以降は山崎博樹さん，岡本真さん，野末俊比
古さん，豊田恭子さん，そして筆者の５人で相談
しながら毎年のように選考基準の微調整を行って
いる。特定の意見に議論の方向性が強く引っ張ら
れないようにするため，全国の各地域を意識しな
がら選考委員の人数を増やし，できるだけ多様な
意見が反映されやすくすることも重要視している。
最終選考会の審査員５名も世代，ジェンダーバラ
ンス，専門分野などを考慮して偏りを避けるよう
な人選を行っている。
（3）特定の受賞活動を強調しすぎないこと。
　最終選考会は審査員一人につき１票という方法
で長らく実施してきたが，2021年からは優秀賞４
活動すべてに傾斜配分で得点を付与するように変
更している。これは2020年の振り返り時に「投票
先として１活動のみを選ぶことが難しい」という
審査員の意見を反映したものである。
　一方，優秀賞のなかからオーディエンス賞や大
賞を選び出す仕組みそのものに批判の声が寄せら

れることもある。選考の仕組みに良し悪しがある
ことは運営側も承知しているが，それでも単に表
彰だけに留めるのではなく，さらにオーディエン
ス賞や大賞の栄誉を手にするために自らの活動を
言語化する過程は大事にしたいと考えている。そ
れが最終選考会におけるプレゼンのためという動
機づけだとしても，そのための準備時間と本番の
舞台は自らの活動を改めて振り返り，思考を深め
ていく良い機会になると信じている。
　このあたりの仕組みの設計思想については，筆
者が別途関わっているビブリオバトルが目指す

「チャンプ本を選ぶ」という過程（おもしろい本を
持ち寄ってもっとも読みたいと思う本をみんなで選ぶ）

にも似ている。Library of the Yearとして評価さ
れたさまざまな活動が一堂に会して各々の良い部
分を紹介する過程で，審査員や聴衆の心に響く言
葉を探り合うことは，そもそもの「良い図書館を
良いと言う」の活動理念に通じているからである。

３．今後の展望
　Library of the Yearの事業は20周年となった2025
年をもって現体制による選考活動を終了とし，次
年度以降は別の形を探ることとなった。具体的な
ところは現時点で未定の状況である。また，それ
に伴って筆者も選考委員長からの退任が決まって
いる。現体制の選考過程の記録は，2022年の日々
を１年間にわたって書き綴った日記本『ライブラ
リー・オブ・ザ・イヤー選考委員長の日記　二〇
二二年』（散策舎）として刊行しているので，詳細
は同書を参照していただきたい。また，『ライブラ
リー・リソース・ガイド（LRG）』の第13号（2015
年）と第37号（2021年）にも総括記事をまとめてい
るので，表彰事業の歩みを知るための参考資料と
してご活用ください。
　20回を数えるLibrary of the Yearという事業の
歴史的意義は現時点では筆者自身の想像の範囲を
超えるため，その評価については後世に委ねたい。
今日まで続けてきた顕彰事業が図書館業界の発展
の一助となれば幸いである。
� （おかの　ひろゆき：皇學館大学文学部）
� ［NDC10：010　BSH：1．図書館　2．表彰］
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■「地域まるごと学び場プラン」の取り組みにて

Libray of the Year 2025 オーディエンス賞を受賞
　『図書館雑誌』に私どもの活動等を紹介させてい

ただく機会をいただき，深く感謝申し上げます。

　新庄・最上地区の「地域まるごと学び場プラン」

の取り組みにより，Libray of the Yearにてオー

ディエンス賞，優秀賞をいただいた報告を，2025

年11月７日に新庄市長と教育長にさせていただき

ました。その際，「教育というのは希望だと思って

います。子どもたちが楽しく学び，将来への希望

が生まれる。保護者の方が質のよい学びの場がた

くさんあると感じ，わが子の成長に希望が持てる。

地域の大人にとっても自身を成長させる学びの場

がある。そんな希望のある新庄市にするために，

とらいあは努力していきます。」ということをお伝

えしました。

　日本の各地で起きてきたことですが，新庄市は，

長年にわたって人材が流出していった地域です。

私の中学校の同級生で県内トップの高校に進学し

た友だちは新庄市に戻ってきていません。同じよ

うに高校の同級生で，いわゆる難関大学に進学し

た人たちも戻ってきていません。テストで高得点

を得ていた人だけが人材というわけではないので

すが，社会が忙しくなっていったこともあり，

じっくり本と向き合う，学びを大切にしている，

そういう人が数少なくなってきたように感じます。

　このような話を受賞のお礼の言葉を述べる際に

もお話しさせていただいたのですが，「私のところ

でもまったく同じだ。」ということを多くの方から

寄せていただきました。

■本を読むこと，学び続けることの大切さ

　今年，私の孫の友だちが遊びにきました。私が

居間で本を読んでいると，目を丸くして「本を読

んでいる大人の人，初めて見た」とびっくりして

いました。多くの家庭で，大人が本を読む習慣が

なくなっているのではないでしょうか。

　人が学び続ける際，読書は貴重な機会だと考え

ています。本を読むことで，自分と筆者との対話

が起きます。自分自身の考えや価値観などを少し

変えるきっかけを，本を通して筆者と触れ合うこ

とでつくることができると思っています。

　ましてや，VUCA（不安定で，不確実で，複雑で，

曖昧な）時代，人生100年時代になり，将来の予測

ができない，これまでの経験が役立たないという

現代になっています。学びつづけ，社会の変化に

柔軟に対応することは，今を生きる私たちにとっ

て必須になっているのではないでしょうか。

■学び手のネットワークをつくる

　学びの土壌がなくなっていることは，子どもた

ちにも大きな影響を及ぼしていると考えています。

私は，小学校や学童保育などに学習ボランティア

として参加しています。最初に驚いたのは，字形

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）

一般社団法人とらいあが目指すもの

笹原啓一

一般社団法人とらいあが目指すもの

笹原啓一
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です。筆順がいいかげんというだけでなく，字の

形がゆがんでいる子が多いのには驚きました。小

学校２年生で，繰り上がりや繰り下がりの計算に

指を使わざるを得ない子，小学校３年生でかけ算

が不確かな子，今後学びから落ちていくのではな

いかと心配される子たちが少なからずいます。家

で学習をみることができない保護者が少なくない

と感じます。一番心配しているのが，語彙です。

言葉は思考力と密接に関係していますが，話して

いる言葉が限られている，数が少ないと感じてい

ます。言葉は体験から生まれるものですが，海水

浴で海の生き物に触れた経験，スキー場に行って

雪遊びをした経験などをしていないのだろうなと

思います。

　学童クラブの職員の方に聞いたのですが，「家に

帰ってきて，家事をして，育児をして，とても子

どもの勉強などみることができない。」と泣きなが

ら語った保護者の方がおられたそうです。そこに

は利益重視と効率化が求められる今の社会の中で，

疲れ果てている大人の姿が浮かんできます。

　このような環境だからこそ，「地域まるごと学び

場プラン」のような,地域全体で「学び場」と「学

び続ける人」を増やす取り組みによって、「学び手

のネットワークをつくる」土壌を耕し続ける必要

があると考えています。

■「一般社団法人とらいあ」のこれまでの歩み

　正直なところ，一般社団法人とらいあは，当初

からそのような目的をもっていたわけではありま

せん。2007年２月に市民ネットワーク図書館サ

ポートとらいあが設立され，３年後の2010年９月

に一般社団法人とらいあが設立されました。これ

は，新庄市立図書館の指定管理者となる団体が必

要だったためで，行政主導で行われたものです。

　転機になったのは2017年にもがみ地域理解プロ

グラム助成事業（ジモト大学）の事務局になったこ

とでした。新庄市も含めた最上８市町村と，山形

県，それに民間企業等から，高校生に地元を知っ

てもらう，地域の大人と交流してもらうプログラ

ムを提供してもらい，それを「新庄・最上ジモト

大学」と銘打って事業を行ってきました。とらい

あは，山形県最上総合支庁の連携支援室とともに

事務局を担い，この「ジモト大学」を大切に育て

てきました。この事業を通して，とらいあの視点

が図書館だけでなく地域全体に向けられるように

なったと考えています。

　2020年からは，新庄市指定管理事業としての

「雪の里情報館」の管理運営，2024年からは，山形

県から「県立新庄病院図書室」の運営事業を任さ

れるようになりました。このような展開を通して，

「地域まるごと学び場プラン」が少しずつ拡がりは

じめました。

■交流の場としての図書館がつなぐ，一緒に学び

あう地域づくり

　今後は，学校図書室と図書館の連携協働をさら

に深めていきたいと考えています。中間休みなど

に地域のボランティアの方などが図書室に訪れ，

子どもたちと交流したり，膝に子どもを抱っこし

て絵本の読み聞かせを行ったり，そんなことがで

きないか試行錯誤してまいります。

　また，地域の中に一坪図書館のような，地域の

方がちょっと寄って交流するようなことができな

いかも考えていきたいと思います。

　「地域まるごと学び場プラン」は始まったばかり

です。少しずつ少しずつ地域を学びを通して変え

ていけないかトライを重ねていきます。ご支援，

どうかよろしくお願いいたします。
� （ささはら　けいいち：一般社団法人とらいあ代表理事）
� ［NDC10：010.2125　BSH：図書館−新庄市］
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◆筑後市立図書館の概要
　筑後市は人口約５万人。筑後平野の中央に位置
する田園都市で，博多からJR鹿児島本線で約50
分。九州新幹線では24分，九州自動車道では約１
時間の距離にある。古くから交通の要所であり，
薩摩街道の宿場町として栄える深い歴史を持つ。
温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれ，農業，工
業など，自然と都市がバランスよく整備されてい
る。
　筑後市立図書館（以下：当館）は2011年12月１日
に開館。1954年に筑後市公民館図書室として市民
サービスを開始している。2006年３月に市の諮問
機関「図書行政推進委員会」より「７つの提言」
がされ，これをきっかけに市民サービスが向上し，
さまざまな偶然が重なり，「住民生活に光をそそぐ
交付金」を利用した増改築を経て開館（752㎡）に
至る。
　コンセプトは「生活（くらし）とともにある図
書館」。市民一人ひとりの自己実現の手助けをする
ことなど，生活向上のための役割を果たすべく，
さまざまな施策を実施して地域力を上げていく。
　市民，司書，そして地域の三者がともに育って
いくことに図書館の存在意義があると考えている。
◆筑後七国の存在
　2011年開業予定の九州新幹線の駅を筑後地区に
設置しようと，2002年より九州新幹線筑後船小屋
駅設置促進期成会が５市２町，商工会議所，商工
会，JAで発足した。2011年３月に筑後船小屋駅が
開業，その後10月に九州新幹線筑後船小屋駅設置
促進期成会を引き継ぐかたちで，筑後七国商工観
光推進協議会が設立された。協議会は，九州新幹
線筑後船小屋駅の開業を契機に筑後地域５市２町
の商工観光の広域連携を図り，産業および経済の
活性化を推進することを目的としている。筑後市

「恋のくに」，八女市「茶のくに」，みやま市「幸の
くに」，柳川市「水のくに」，大川市「匠のくに」，
広川町「果のくに」，大木町「穀のくに」と銘打っ

て，現在に至るまで筑後地域の観光振興に寄与し
ている。
　筑後市には，日本で唯一と言われている恋の神
様を祀っている「恋木神社」が，水田天満宮の一
角にある。筑後市が「恋のくに」となった経緯で
ある。

◆「恋のくに」から発想した「本 de恋活」
　「本de恋活」の第１回の開催は2017年７月であ
る。当時，自治体が主催する婚活イベントを見聞
きするようになっていた。そこで，図書館でも20
代から40代の人たちに図書館への興味を持ってい
ただき来館のきっかけをつくるイベントをできな
いか模索していた。
　図書館での婚活は重たいと感じたため「恋のく
に」に因んで「恋活」で企画することにした。図
書館の主催，「参加者の推し本」を通して出会いを
サポートする企画から，「本de恋活」をイベント
名とした。サブテーマに「図書館からはじまるラ
ブストーリー」と付けた。
◆「本 de恋活」企画会議
　企画にあたり，当事者意識があるほうが良いと
考え，30代・40代の２人の司書が担当した。2017
年４月に企画開始，７月７日七夕を意識して，７
月に男性７名対女性７名で開催する案で動き始め
た。

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）
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　実施までの３か月，私と担当者で開催スケジュ�
ール，参加人数，進行方法，周知方法等々を話し
合った。その中で，特別な空気感を作り出すため
に土曜日の閉館後の図書館で開催，１対１の対面
トーク時間は書架と書架の間で行うなど，図書館
ならではのアイデアが次々と浮かんだ。

　また，このイベントでの予算はなかったので，
参加特典としてカップル成立で１年間貸し出し無
制限，成婚に至ったカップルは図書館での挙式・
前撮りができることとした。実際，コロナ禍で挙
式ができなかったカップルが館内整理日に図書館
での前撮りをされ，新聞掲載など大きな反響が
あった。

◆「本 de恋活」周知方法
　初めての開催時は，毎月開催される筑後市定例
記者会見でプレスリリースすることで新聞掲載さ
れ，遠くの新聞販売エリアからの応募もあった。
また，新聞を見た親世代が子どもの代わりに申し
込むようなエピソードもあった。
　市の広報紙および公式LINEや図書館だよりへ
の掲載，県内図書館への相互貸借便を利用したポ

スター等の配付を行った。また，３回目開催より
福岡県出会い・結婚応援事業へ団体登録すること
で，個人登録者への情報提供がされている。通称

「赤い糸メール」の配信を見て応募する人も多く
なった。
　第３回応募者は，男性26名，女性20名。抽選で
選ばれた男女それぞれ７名，14名で開催した。
◆「本 de恋活」当日のタイムスケジュール
　開館時から来館する利用者に向けてイベント開
催の掲示をし，午後５時から閲覧席の一部が開催
準備のため利用出来ないことを知らせている。
　○2025年10月18日の実施スケジュール
　18:30～参加者受付（身分証確認・誓約書回収等）
　19:00～閉館後，開会のあいさつ
　19:05～ボードゲーム（はじめまシンキング）
　19:30～自己紹介（推し本トークも含む）
　20:05～ちくご恋のくにかるた（毎年変更）
　20:25～１対１トーク（１回約６分～７分）
　21:05～カップリング用紙記入
　21�:20～カップル成立発表（用紙記入後の発表待ち

時間に参加者はアンケート記入，スタッフはマッチ
ング作業）

　21:30　終了（成立カップルは連絡先交換）
◆「本 de恋活」これからの課題と今後
　2021年９月にコロナ禍で応募があったものの中
止した回も含めて，13回実施してきた。課題とし
ては，開始時間直前や連絡なしのキャンセルが挙
げられる。せっかくキャンセル待ちをされている
方にも連絡が出来ず，対応に苦労した。今年度は，
この経験を活かして案内文に反映したので，ス
ムーズに開催できた。
　現在までにこのイベントで３組が成婚した。各
回複数のカップルが成立しているが，近年女性の
応募者が減っている。多くの女性に応募してもら
う工夫も課題である。アンケート結果を見ると参
加者の満足度は高く，「また，本de恋活に参加し
たいですか」の問いには，ほとんどの人が参加し
たいの欄にチェックが入っている。毎月最終火曜
日閉館後の図書館で開催している「ちっご読書会」
への参加にもつながっている。
　今後も，「人との出会い，本との出会い」をサ
ポートし，図書館独自のイベントとして継続して
いきたい。
� （いちのせ　るみ：筑後市立図書館）
� ［NDC10：015.8　BSH：筑後市立図書館］

▲１対１トークタイムの様子

▲図書館で前撮りの様子
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１．｢兵庫　旅するキッカケ文庫｣ について
　兵庫県の人口は現在約530万人と，ピークであっ
た2009（平成21）年と比較すると約30万人減少して
いる。その主な要因としては，少子高齢化の進展
に伴う自然減が大部分を占めるほか，大学卒業後
の就職を契機とした20歳代の県外転出の高止まり
という状況も挙げられる。人口の減少は地域経済
の低迷，人材不足，生活機能の悪化等の深刻な問
題をもたらす恐れがあることから，兵庫県では次
代を担う若者の不安を取り除き，存分に力を発揮
できる社会の実現を目指す「若者・Ｚ世代応援
パッケージ」の取り組みを，県政の柱の一つに位
置づけて展開している。
　取り組みの着実な推進には，ターゲット層であ
る若者・Ｚ世代を中心とし，幅広い県民に理念や
内容について知ってもらうことが重要になるため，
取り組みを展開した当初より広報活動にも注力し
ている。2025年度では，その広報活動の一環とし
て兵庫ゆかりの著名人が選んだ ｢人生の転機になっ
た本｣ や，若者への応援メッセージを載せたブッ
クバスが県内各地を巡り，取り組みの認知拡大を
目指す「兵庫　旅するキッカケ文庫」を企画した。

２．広報企画の検討
　初年度となった2024年度では，近年の自治体広
報に多く見られる啓発動画の作成，およびWebを
中心とした情報発信を軸に展開し，結果として施
策ホームページへのアクセス数が増加するなど一
定の数値的成果を得ることができた。一方，肝心
の認知度の向上までは十分な成果は見られなかっ
たことから，2025年度はこの課題を解決するため
の広報活動を検討することとなった。
　現代の若者の「インサイト」に訴求するために，
どういった傾向があるのか整理したところ，①か
けた時間に対する成果を重視する「タイパ」を求

める，②一方でスマートフォンの普及に伴うSNS
の浸透から「SNS疲れ」に陥っている，③翻って

「直接体験への回帰」傾向が見られる，という３点
に着目した。

３．「本」をイベントの核にした理由
　「タイパ重視」「SNS疲れによる直接体験への回
帰」という若者のインサイトに訴求すべく，リア
ルイベントの実施を中心に，その様子のレポート
をコンテンツ化しWeb上で発信するという広報戦
略を立案した。問題は，何をイベントの「核」と
して据えるかということであった。
　「若者・Ｚ世代応援パッケージ」は，若者の可能
性を拡げるサポートを中心とした取り組みである。
そこで，メインコンセプトとして，若い世代が自
身の可能性に気づく，あるいは将来について考え
る「キッカケ」を与える場そのものを創出できな
いかと考えた。次に，その伝え方として，若い世
代にとって身近で興味を惹く方法を検討する必要
があるが，事例研究を進める中で注目したのが，
近年新たなコンセプトの書店が登場し，若者の支
持を得ているという状況であった。「人生の選択肢
を増やすもの」と言うと「本」が思い浮かぶもの
の，広報企画の核として成立するのかという点に

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）
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不安があった。そんな中，4,000冊収納できる本棚
と客室が同居する「泊まれる本屋®」や，誰でも本
屋の「本棚オーナー」になれる「渋谷〇〇書店」
など，本を「買う」「読む」というこれまでの行動
原理ではなく，「体験的価値」を重視した新しいコ
ンセプトが支持されているという状況から，第三
者の価値観やまだ見ぬ知識などにより，個々の人
生の転機になり得る「本」が，パッケージの理念
や取り組みを代弁させるツールとして最適である
との判断に至った。

４．イベントの実施に至るまで
　兵庫県は，47都道府県中12番目に広い県土を有
しており，イベントを効率よく県内各地で実施す
るには物理的なハードルが存在する。そこで注目
したのが，書店のない地域等で古書販売を行う民
間の取り組みである「ブックバス」であった。バ
ス車両を確保出来れば，イベントの核となる本の
輸送を，ハード面でのキーコンテンツとなるブッ
クバスが一緒に運ぶことになるため，遠隔地への
物品輸送というハードルを下げるとともに，イベ
ント実施において準備が必要なテント・テーブ
ル・椅子等の備品類を最小化することも可能であ
り，企画の面白さだけでなく実行面においてもコ
ンパクトな運用が期待できた。
　次なる検討課題は，「どんな本を載せるか」とい
う点であった。PR対象となるパッケージ事業は，

「学び」「子育て」「仕事」「住まい」の４分野・計
40事業を展開し，それぞれに明確なメッセージが
ある。とはいえ，県職員が選んだ本を載せたとこ
ろで，話題性・注目度を高めるのは困難であると
考え，県ゆかりの著名人に選書いただけないか，
ということとなった。依頼にあたっては，兵庫県
が直接連絡を取れる学識者等だけでなく，県内市
町に協力を要請し，各市町の観光大使等を務める
有名人に対しても呼びかけ，企画スタート時点で
多くの方々にご協力いただき，約50冊の本を載せ
ることができた。
　更に本の見せ方として，表紙を装う帯紙には選
書者によるメッセージを添え，本の中身では選書
者の印象に残った一文をハイライトし，付箋を加
えた。これらにより，気になった本を手に取り，
付箋箇所をめくるだけで選書者の「転機の体験」
に触れることができ，タイパ重視の若者の志向に
寄り添う試みを施した。

　これらの検討や工夫の結果，ブックバス「兵�
庫　旅するキッカケ文庫」は，県ゆかりの著名人
等が選んだ本を載せて，９月末から３月まで，県
内各地を約15か所程度巡回するプロモーションを
実現する運びとなった。

５．取り組みの手ごたえ
　本稿を執筆している12月時点で，県内各地８か
所を巡回し，延べ15日・約2,500名の方にお立ち寄
りいただいた。中でも，人口約１万4,000人の香美
町での実施は，実施日が平日であったこともあり
イベントとして成立するのかという不安があった
ものの，協力いただいた株式会社トキワさん，運
営ボランティアをしていただいた兵庫県立香住高
等学校の生徒さんたちに盛り上げていただき，約
200名の方々に楽しんでもらうことができた。その
中で，県の取り組みや思い，事業に関する情報に
触れていただけたことは，本企画を立案した際の
ねらいそのものであった。また，各地でイベント
開催をするなかで，本が好きな方，さらには自分
の人生に影響を与えた本を明確に持っている方が
多数いらっしゃること，逆にそうでない方でもこ
ういったイベントがきっかけで読書をしてみたい
と感じた，という感想を多数いただいており，本
に思いを託すという広報手法には一定の効果があ
ると感じている。課題は，いかにその輪を広げる
のかという点であり，兵庫県は先述のとおり530万
の県民を有しているため，リアルイベントに参加
できなかった方々に対し，イベントの模様をレ
ポート・コンテンツ化してのWeb発信が重要にな
ると考えている。

� （やまもと　けいた：兵庫県企画部計画課）
� ［NDC10：019　BSH：読書−兵庫県］
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１．はじめに
　政令市図書館政策サミット委員会（以下，サミッ
ト委員会）は，2024年２月に産声を上げた，約15名
から成る有志の団体です。図書館職員だけでなく
企業職員も参加し，自治体職員もいれば指定管理
者職員，元図書館員もおり，所属や立ち位置はさ
まざまです。あくまでも個人の活動という位置付
けの中，準備を重ね，2025年10月に政令市図書館
政策サミットを開催しました。
　「全国に20しかない大都市の話か，私には関係な
い」と思われた方も多いことでしょう。が，政令
市は人口100万人を超える大都市だけでなく，市町
村合併を経て政令市となった市など人口規模の小
さい市町と似た悩みを抱える市もあり，面積，成
り立ち，財政状況は多様です。サミット委員会で
まとめた内容や活動の中で得た視点は，図書館の
政策を考える上で，全国の図書館で活用できるも
のであると感じています。そのため，『図書館雑
誌』で私たちの活動をお伝えする意義があると考
えました。
２．これまでの歩み
（1）プレサミット開催
　サミット開催の１年前となる2024年11月，11回
のオンラインミーティングと数えきれない回数の
メッセンジャーでのやり取りを経て，「政令市図書
館政策プレサミット」を図書館総合展で開催しま
した。「プレ」と名付けたのは，もっと議論を深め
てからでなければサミットを名乗ることはできな
いと考えたからです。プレサミットではメンバー
が調査した政令市図書館の状況について五つの観
点から報告するとともに，横浜市会議員の藤崎浩
太郎氏に議員としての図書館に関する活動や横浜

市の図書館政策の現状などについてお話しいただ
きました。
（2）『ライブラリー・リソース・ガイド』（LRG）
第52号の特集執筆

　2025年８月，プレサミットでの発表やそれまで
学び合ってきた内容をまとめて『LRG』第52号の
特集として発表する機会を得ました。プレサミッ
トの準備の中で，私たちは「地域館」「サービスポ
イント」「団体貸出」といった何気なく使っている
用語でさえ図書館によって少しずつ捉え方が異な
ることに気づきました。このようなズレや論点を
事前に整理した特集をまとめ，サミットのテキス
トとして事前に読んできていただくことで，共通
の土台に立ち，議論の方向性を理解した上での質
の高いやりとりができることをめざしました。
３．サミット開催
（1）フォーラム
　上記の道のりを経て，2025年10月，図書館総合
展にて政令市図書館政策サミットの初開催を迎え
ました。フォーラムでは，大阪大学大学院法学研
究科の北村亘教授に「政令指定都市の図書館行政
－図書館への行政学的アプローチ」と題してご講
演いただきました。北村先生の著書『政令指定都
市－百万都市から都構想へ』（中央公論新社，2013）

は，勉強会や『LRG』第52号執筆のときに参考に
させていただいていました。『政令指定都市』のオ
ンライン読書会をする中で，第２章に掲載されて
いる主成分分析（統計学的に情報をできるだけ落とす
ことなく縮約する手法）を図書館バージョンでやっ
てみると面白い結果が得られるのでは，という意
見がメンバーから出ていたのですが，北村先生が
フォーラムで示されたのは，まさに私たちが望ん

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）
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でいたものでした。『日本の図書館　統計と名簿　
2024』（日本図書館協会，2025）と『LRG』第52号に
掲載されている統計を使って，政令市の図書館行
政の類型化や予算を決定する要因分析等を試みて
くださったのです。身近な統計数値を用いつつ，
単純比較ではない分析手法とその結果はたいへん
興味深い内容でした。
（2）ブース運営とトークイベント
　フォーラムを「図書館参謀サミット」「都道府県
立図書館サミット」と同日に開催したことから，
３団体合同で「トリプル合同庁舎」というブース
を運営しました。参加者が立ち寄って各地の図書
館職員と話ができる「会いに行けるライブラリア
ン」をテーマとし，図書館総合展に参加する人の
居場所としての役割を意識したブースです。
　このブースでは，『LRG』第52号で「ディスカッ
ションペーパー」としてまとめた五つのテーマに
ついて，それぞれトークイベントを開催しました。
公共図書館の職員だけでなく，学生や自治体関係
者なども交えて15人前後で話し合い，例年はブー
スを見て回るだけだったという方から，初めて総
合展に「参加できた」気がする，という感想をい
ただきました。
　特筆すべきは，『LRG』第52号に触発されたとい
う図書館システムベンダーからの提案により急
きょ開催したトークイベントです。図書館の統計
について，製品のPRとは一線を引きつつ，デー
タ分析ツールを活用することで数値の動きが可視
化できるとともにダイナミックな分析が可能であ
ることをお話しいただきました。ブース出展して
いた他のシステムベンダーも参加し，さながら

「図書館システムベンダーミニサミット」の様相で
した。システム開発では，職員の使い勝手や利用
者の利便性の向上に目が行きがちです。しかし，

「図書館をどうしていきたいか」という，より大き
な視点でシステムのあり方を考える姿勢を図書館
とベンダー双方が持つことによって，システムが
大きく変わっていくのではないかという可能性を
感じました。
４．サミット委員会のこれから
　ディスカッションペーパーの五つのテーマは，
今は整理をした段階で，これからもっと議論を深

めていくことができると考えています。例えば，
北村先生が示された類型や分析について，図書館
の現場から見るとどうなのか，ディスカッション
ペーパーの五つの切り口で考えていくのもよい方
法ではないかという案が出ています。行政学の研
究者である北村先生をお招きしたからこそ発見で
きた視点や手法を発展させていければと思ってい
ます。
　また，今回はシステムについて企業の垣根を越
えて話し合いましたが，建築など図書館に関係す
る企業とも同じような機会を持ち，未来につなが
る話をしたいという意見もあります。
　図書館政策について，多様な立場の人と一緒に
考えることで，よい化学反応が生まれるという流
れを今後も継続していきたいと考えています。
５．おわりに
　最後に，このサミット委員会の活動で一番重要
なことをお伝えします。それは，メンバーが楽し
みながら活動しているということです。学ぶ過程
で発見があることそのものも楽しいですし，委員
会の活動の中で楽しみを自ら作り出すことが皆上
手です。日々の業務に加え，サミットの準備で繁
忙を極めているにも関わらず，20政令市をデザイ
ンしたグッズを作ったり，地元自慢の手土産を持
ち寄ったり，各地の図書館に弾丸旅行で訪問した
りするメンバーに驚かされます。
　全国に同じ志を持つ人がいると実感できるのは，
たいへん心強いことです。困ったときにすぐメン
バーに質問や相談ができるという実利的なメリッ
トもあり，公開された情報をいち早く共有でき，
ときにはインフォーマルな情報も得られる貴重な
ネットワークになっています。
　いかがでしょうか？面白そうと思ってくださっ
た方，ぜひサミット委員会Facebookグループに
参加リクエストしてください。繰り返しになりま
すが，多様な立場の方が議論の場にいることが重
要と考えています。みなさんの参加をお待ちして
います。
★政令市図書館政策サミット委員会

　�https://www.facebook.com/groups/21�
68647863473016

� ［NDC10：016.21　BSH：1．政令指定都市　2．図書館（公共）］
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１．太東中ゲキ部　図書館を舞台ジャック!!
　「舞台ジャック」という強烈な惹句で，久喜市立
太東中学校ゲキ部上演劇「ラビリンス」は紹介さ
れました。フライヤー作成は久喜市立中央図書館
の川羽田祥館長です。
　私が2022年に発案し，部員とともに取り組みを
始めた「ビブリオドラマ＝本のある場所で上演さ
れる本に関係する劇」は，久喜市立中央図書館の
本に囲まれた仮設の舞台で上演されました。それ
から半年が過ぎた今，その上演に至るまでの日々
を振り返ってみたいと思います。

２．中学生を図書館に→中学生が図書館で
　読書週間中の新聞紙面に，中学生を図書館に呼
ぶための取り組みが掲載されていました。どうや

ら「中学生になると図書館に来なくなる」という
ことは，図書館に関わる多くの方々にとって共通
認識となっているようです。
　私は，その大きな要因の一つは部活動だと考え
ています。多くの中学生は放課後や休日に部活動
があるために図書館に行けないのです。
　私は，「部活の一つである演劇部を本のある場所
とつなぐことができれば，この状況を打開する面
白い何かが生まれるのではないか」と考えました。

「部活が忙しくて図書館に行けない状況があるな
ら，部そのものが部の活動として図書館に行く仕
組みを創ったらどうだろう」と考えたのです。そ
れは「中学生を図書館に」ではなく「中学生が図
書館で」の取り組みです。私はそれを実現するた
めの企画書を，メモの形で作り始めました。

３．一笑に付される可能性のある仮説とその根拠
　今そのメモに書かれた内容を読み返すと，「風が
吹くと桶屋がもうかる」的な荒唐無稽な主張に思
えてきます。一笑に付されて終わる可能性もあっ
たかもしれない仮説とその根拠を紹介します。
☆仮説「中学生が図書館でビブリオドラマを上演
すると図書館が賑わう」
★根拠１…太東中ゲキ部は総勢25人。ビブリオド
ラマの上演が実現すれば，その25人の中学生が図
書館を訪れることとなる。さらに，その友だちの
中学生も観劇に訪れる。また，小学生にとって中
学生は憧れの存在である。将来通うことになる中
学校の生徒が演じる劇を観に図書館を訪れる。中

特集／トピックスで追う図書館とその周辺（仮題）

図書館が劇場に！

－中学生が本の魅力を劇で伝えるビブリオドラマ－

サイトウトシオ

図書館が劇場に！

サイトウトシオ

特集◉トピックスで追う図書館とその周辺

――中学生が本の魅力を劇で伝えるビブリオドラマ――
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学生の保護者や祖父母の多くが，自分の子どもや
孫が活躍する劇を観に図書館を訪れる。以上のこ
とから，子どもからお年寄りまでのすべての世代
が観劇に図書館を訪れることになる。
★根拠２…学校図書館司書，教師が生徒の発表を
観に図書館を訪れる。そのことで学校と図書館の
連携・交流が生まれやすくもなる。
★根拠３…図書館での劇の上演は，「勝利や賞を目
指さずに，楽しみながら社会貢献する新しい部活
動の形」の提案でもある。大会で賞に恵まれない
多くの演劇部にとって，図書館での上演は魅力的
だと思われる。よって興味を持った多くの演劇部
が観劇に訪れる。そして，自分たちの地域でも同
じ取り組みにチャレンジしたいと思うようになる。
★根拠４…“中学生を図書館に”呼ぶ取り組みを模
索している図書館関係の方は，“中学生が図書館
で”行うイベントにも興味を感じて観劇に訪れる。
もしそのイベントが賑わいを生み出していたら，
きっと自分が関わっている図書館でも同じ取り組
みをやってみようと思う。

４．まちライブラリーからブックハウスカフェへ
　2024年６月２日，渋谷で開催された「まちライ
ブラリー」の創始者・礒井純充氏の講演に参加し
ました。私は，質疑応答の際に，「ビブリオドラマ
を『まちライブラリー』でやれないでしょうか」
と尋ねたのです。そして，前述の仮説と根拠の一
部を本気で語りました。講演終了後，礒井氏と私
の対話を聞いた「まちライブラリー＠アトリア参
宮橋」担当の横山浩代さんが「うちでやってみま
せんか」と提案してくださったのです。
　それから約１か月後の７月７日，太東中学校ゲ
キ部によるビブリオドラマ上演が実現しました。
うれしいことにライブラリーは50人の観客で満席
となりました。 その後， まちライブラリーの

「book&garden cafe 里葉」「みんなのふくろう食
堂」からも上演の打診があり，翌年３月に上演が
実現しました。更に，神保町の「こどもの本専門
店　ブックハウスカフェ」のオーナー今本義子さ

んから「うちでやってみませんか」という打診が
来たのです。そして2025年８月７日に「カンパネ
ラ」という作品を上演することとなりました。会
場は満席となり，図書館をはじめとする本に関わ
るたくさんの方々に観劇していただきました。

５．そして久喜市立中央図書館へ
　2025年１月，私は地元の図書館での上演を実現
させるために生涯学習課を訪れました。そして，
久喜市立中央図書館館長と会う運びとなりました。
　「いっそのこと，図書館の休館日に図書館全体を
舞台にしてビブリオドラマを上演しませんか」
　私が，前述した仮説とその根拠，そしてビブリ
オドラマの実践について話した後，突然，館長か
らそのような提案が飛び出しました。さらに，同
席していた副館長も「それ，いいですね」と館長
の提案を支持したのです。図書館の視聴覚室での
上演を提案した私にとって，それは想定外のさら
に外からの提案でした。そして，その日のうちに

「夏休みの図書館休館日に図書館を舞台にした劇を
太東中学校ゲキ部が上演する」ことが決まりまし
た。

６．「ラビリンス」上演（2025年８月19日）
　上演後送られてきた感想（抜粋）とメッセージ
を紹介することで，上演がどのように受け止めら
れたかを伝えたいと思います。
★この夏一番の楽しみ太東中学校ゲキ部のビブリ
オドラマ「ラビリンス」。なんと休館日の公共図書
館を舞台に劇が繰り広げられるというではありま
せんか。図書館に着くと，満員御礼，立ち見状態
で，大人も子どもも今から何が始まるのかとワク
ワクの空気でした。劇が始まり，ゲキ部のみなさ
んが客席や館内の階段を使い，空間をジャック。
ビブリオドラマは期待通りの本の森へ連れて行っ
てくれました。（東京都の学校司書の方）

★図書館に来てくださいと私たちが呼びかけても
効果は薄い。中学生自身が本の楽しさを演じてく
れ，効果は絶大だ。（川羽田祥館長「読売新聞」のイ
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ンタビューに答えて）

★ついに実現されたのですね。２階と舞台の間で
の台詞の掛け合いも素敵です。図書館をひらく，
サイトウさんたちの貴重な試みに敬意を表しま
す！（元・ぎふメディアコスモス総合プロデューサー　

吉成信夫氏）

　実は，私が劇で描いた「自由でにぎやかな図書
館」のモデルは，「ぎふメディアコスモス」なので
す。ビブリオドラマの案内人として登場する中学
生司書も，「ぎふメディアコスモス」の「主体的に
活動するこども司書」を参考にしました。
　私の思いに賛同して，ミュージック・クラウン
のみまさんとプロマジシャンのizumaさんが，ラ
ビリンスの住人役で出演してくれることになりま
した。そして，圧倒的な歌声と華麗なマジックで
迷宮世界に更なる彩りを与えてくれたのです。

７．ちいさなハチドリのちいさないってき
　太東中学校ゲキ部は，ビブリオドラマに「絵本
ドラマリーディング＝絵本の演劇的な読み聞かせ」
を取り入れてきました。その取り組みの最初の１
冊となったのが『ちいさなハチドリのちいさな
いってき』（企画 :はしづめ　ちよこ　再話・絵 :ウノサ

ワ　ケイスケ）です。
　落雷で火事になった森で，ちいさなハチドリが，
ちいさないってきの水を運び続けることで火を消
そうとする話です。そして，そんなハチドリの思
いが，森の動物たちに伝わっていく話です。
　広い世界の中で，中学生はハチドリのようなち
いさな存在です。中学生がビブリオドラマを上演

することは，ハチドリがちいさないってきを運ぶ
ようなことです。そのちいさないってきが，大き
な変化につながることを夢見て，今後もビブリオ
ドラマの上演に取り組んでいきたいと思っていま
す。

－ビブリオドラマの取り組みを読んだ編集委員の
方から「ビブリオドラマを読むことはできます
か？　また，太東中学校ゲキ部以外（他校の演
劇部，図書委員会等）での上演は可能ですか？」
という質問をいただいて－

　今回紹介したビブリオドラマは私・サイトウト
シオが創作したものです。その中の数編の短編が

『中学校創作脚本集2025』（晩成書房）に「ビブリオ
ドラマ作品集」として収録されています。なお，
太東中学校ゲキ部は部員もビブリオドラマの創作
に取り組んでいます。その際に大切にしているの
は「競争より共創」「バトルよりシャトル」という
姿勢です。アイディアを出し合い（共創），互いの
作品に出演し合います（シャトル）。どの作品が１
番といった優劣は存在しません。誕生した作品は，
保護者を観客に太東中学校の学校図書館で発表し
ています。そこで紹介された本を，その後私自身
が購入して読んだこともあります。

　私は２年前から神奈川県の中学生向け演劇講習
会の講師として「ビブリオドラマの創作」に取り
組んでいます。講習会の最後には，神奈川県立青
少年センターの舞台で，その日制作したビブリオ
ドラマの発表を行います。ビブリオドラマは，そ
の取り組みのはじめから自分たちの外へ広めてい
くことを目的としてきました。私の次の目標は，
図書館関係者，教育関係者，そして中学生の間を
行き来してつなげるシャトルバスとなることです。

（さいとう　としお：劇作家，久喜市立太東中学校部活動指導員）
� ［NDC10：015.8　BSH：1．久喜市立中央図書館　2．中学生］
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▲

第267回

★ ★

文部科学省における図書館・読書活動推進関連予算案

【参考】文部科学省ホームページ「令和８年度予算」
https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420672_00001.html

【自治体向けの委託事業について】
・令和８年度の公募情報については，準備が整い次第，各自治体に周知予定です。
※�令和６年度までの成果報告書は文部科学省ホームページ「図書館の振興」内の「調査研究報告書・

委託事業成果報告書等」に掲載しています。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/index.htm#houkoku� ［NDC10：011　BSH：図書館行政］

　令和８年度文部科学省予算案の内容が公表されました。図書館・読書活動の推進関連予算案は以下のとおりです。
文部科学省における図書館・読書活動推進関連予算案一覧

事　業　概　要 事　　　　項 令和８年度
予算額（案）

令和７年度
予算額

比較増
△減額

読書活動総合推進事業

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」等
に対応した読書活動や学習指導要領を踏まえた学校
図書館の機能強化・活性化に向けた新たな読書活動
を推進するためのモデル事業，司書教諭養成講習，

「子ども読書の日」の普及啓発，子供の読書活動や図
書館の実態把握等の施策立案に必要な基礎資料を得
るための調査研究などを実施する。

【（参考）令和７年度補正予算】
「図書館・学校図書館と地域の連携協働による読書の
まちづくり推進事業」
図書館・学校図書館と書店を含む地域の様々な関係
機関の連携協働による読書を通じたまちづくりのモ
デル事業を実施する。また，読書活動に関する専門
的知識を有する読書推進人材の活躍機会の拡大や育
成の強化，周知・広報に向けた実証調査等を行う。

（1）�図書館・学校図書館等を活用した
読書活動の推進

（2）司書教諭養成講習の実施
（3）「子ども読書の日」の理解推進
（4）�読書活動の推進等に関する調査研

究

【令和７年度補正予算】
（1）読書のまちづくり推進事業
（2）�図書館・関係機関等の連携促進に

向けた調査研究

42,015 44,550

【補正予算額】
53,561

△2,535

図書館における障害者利用の促進 

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法
律」（読書バリアフリー法）等の趣旨を踏まえ，先導
的な読書バリアフリーに関する研修や関係者が連携
した取組等を支援するとともに，これらの取組の成
果を全国に普及することにより，地域の実情を踏ま
えた効果的な読書バリアフリーの取組を推進する。

（1）�障害者サービス検討委員会の設置
等

（2）�司書・職員等の支援人材，ピアサ
ポート人材の育成

（3）�読書バリアフリーコンソーシアム
の設置等

10,882 10,933 △51

社会教育デジタル活用等推進事業

図書館等の社会教育施設の整備・運営について，民
間のノウハウや資金を活用し施設の機能強化や効率
的な運営を図るための官民連携手法（PPP/PFI）の
導入支援やデジタル環境の整備及びその効果的な活
用を促進するため，自治体向けの情報発信や研修会，
専門家の派遣や民間事業者とのマッチング等を通し
て，具体的な案件形成に向けた伴走支援を実施する。

（1）自治体相談窓口の設置
（2）�専門家派遣によるコンサルティン

グ
（3）自治体職員向け研修会開催
（4）ウェブサイト等による情報発信

等

51,402 50,339 1,063
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踏
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＞
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」（

4月
23
日
）
の
理
解
推
進

5百
万
円
（

5百
万
円
）

「子
ども
読
書
の
日
」（

4月
23
日
）
を
広
く周
知
す
る
とと
も
に
、特

色
あ
る
優
れ
た
取
組
を
行
って
い
る

図
書
館
・学
校
・団
体
等
を
表
彰
す
る
。＜

直
轄
事
業
＞

読
書
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

8百
万
円
（

8百
万
円
）

子
供
の
読
書
活
動
の
実
態
把
握
な
ど諸

制
度
の
見
直
しや
施
策
立
案
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

の
調
査
分
析
等
を
行
う。

＜
委
託
事
業
：
１
団
体

×
8百

万
円
＞

令
和

8年
度
予
算
額
（
案
）

42
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

45
百
万
円
）

令
和

7年
度
補
正
予
算
額

67
百
万
円

・不
読
率
の
低
減

（
担
当
：
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
）

１
発
達
段
階
な
どに
応
じ
た
読
書
活
動
推
進
事
業

不
読
率
低
減
に
向
け
た
読
書
活
動
の
先
導
的
な
取
組
や
、発

達
段
階
や
多
様
な
子
供
の

ニ
ー
ズ
、デ
ジ
タル
社
会
等
に
対
応
した
効
果
的
な
取
組
を
行
う。

（
委
託
先
：

4箇
所
（
小
・中
・高
等
学
校
、公

立
図
書
館
等
）

×
0.

8百
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ット

（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム

（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム

（
成
果
目
標
）

２
学
校
図
書
館
図
書
の
整
備
促
進
事
業

新
しい
トピ
ック
に
関
連
す
る
書
籍
、新

聞
、優

良
図
書
及
び
授
業
に
必
要
な
基
本
図
書
の
整
備
状
況
な

どを
再
点
検
し、
計
画
的
な
図
書
の
更
新
を
定
め
た
図
書
整
備
計
画
の
策
定
や
図
書
館
資
料
を
活
用
し

た
モ
デ
ル
授
業
の
実
施
な
どの
取
組
を
行
う。

（
委
託
先
：

2箇
所
（
小
・中
・高
等
学
校
、特

別
支
援
学
校
等
）

×
1百

万
円
）

図
書
館
・学
校
図
書
館
と地

域
の
連
携
協
働
に
よ
る
読
書
の
ま
ち
づ
くり
推
進
事
業

【令
和

7年
度
補
正
予
算
額
】

67
百
万
円

１
読
書
の
ま
ち
づ
くり
推
進
事
業

自
治
体
・教
育
委
員
会
、図

書
館
や
学
校
図
書
館
、書

店
、N

PO
等
の
関
係
機
関
が
参
画
す
る
「協
議

会
」を
設
置
し、
連
携
協
働
の
取
組
に
よ
り地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
読
書
を
通
じた
ま
ち
づ
くり
の

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

＜
委
託
事
業
：
①
都
道
府
県
広
域

5箇
所

×
5百

万
円
／
②
市
区
町
村

4箇
所

×
3百

万
円
＞

２
図
書
館
・関
係
機
関
等
の
連
携
促
進
に
向
け
た
調
査
研
究

読
書
活
動
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
読
書
推
進
人
材
（
絵
本
専
門
士
・朗
読
指
導
者
・読
書

ア
ドバ
イザ
ー
）
の
活
躍
機
会
の
拡
大
・育
成
の
強
化
や
、障

害
者
サ
ー
ビス
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
行
う。

＜
読
書
推
進
人
材
：

1箇
所

×
15
百
万
円
、障

害
者
サ
ー
ビス
：

1箇
所

×
13
百
万
円
＞
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趣
 旨

令
和
元
年

6月
に
成
立
した
「視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
読
書
バ
リア
フリ
ー
法
）
は
、障

害
の
有
無
に
か
か
わ
らず
全
て
の
国
民
が
等
しく
読
書
を
通
じて
文
字
・活

字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こと
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こと
を
目
的
とし
て
い
る
。ま
た
、読

書
バ
リア
フリ
ー
法
第

7条
に
基
づ
き
、令

和
7年

3月
に
決
定
した
「視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の

整
備
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
第
二
期
）
」（
読
書
バ
リア
フリ
ー
基
本
計
画
）
で
は
、具

体
的
な
施
策
とし
て
、視

覚
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
の
た
め
の
支
援
の
充
実
、司

書
、司

書
教

諭
・学
校
司
書
等
の
資
質
向
上
、組

織
の
枠
を
超
え
た
取
組
や
関
係
者
間
で
連
携
した
取
組
が
行
え
る
体
制
構
築
な
どが
求
め
られ
て
い
る
。

この
た
め
、先

導
的
な
読
書
バ
リア
フリ
ー
に
関
す
る
研
修
や
関
係
者
が
連
携
した
取
組
等
を
支
援
す
る
とと
も
に
、こ
れ
らの
取
組
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
こと
に
よ
り、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
効
果
的

な
読
書
バ
リア
フリ
ー
の
取
組
を
推
進
す
る
。

１
．
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
の
設
置
等

4.
0百

万
円
（

4.
1百

万
円
）

２
．
司
書
・職
員
等
の
支
援
人
材
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
育
成

1.
9百

万
円
（

1.
9百

万
円
）

視
覚
障
害
者
等
の
図
書
館
利
用
に
係
る
サ
ー
ビス
の
充
実
を
図
る
た
め
、有

識
者
、自

治
体
、公

立
図
書

館
、点

字
図
書
館
、学

校
図
書
館
、大

学
図
書
館
等
の
関
係
者
で
構
成
され
る
委
員
会
を
設
置
し、
振
興

方
策
の
検
討
を
行
うと
とも
に
、実

態
調
査
や
事
例
の
収
集
等
を
行
う。

＜
直
轄
事
業
＞

司
書
、司

書
教
諭
・学
校
司
書
、職

員
、ボ
ラン
テ
ィア
が
障
害
者
サ
ー
ビス
の
内
容
を
理
解
し、
支
援
方
法

を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
や
、読

書
支
援
機
器
（
拡
大
読
書
器
、D

AI
SY
再
生
機
な
ど）

の
使
用
方
法
に

習
熟
す
る
た
め
の
研
修
等
を
行
う。
ま
た
、障

害
当
事
者
で
ピア
サ
ポ
ー
トが
で
き
る
司
書
・職
員
の
育
成
や
環

境
の
整
備
を
行
う。

＜
2箇

所
（
地
方
公
共
団
体
、民

間
団
体
）

×
1百

万
円
＞

３
．
読
書
バ
リア
フリ
ー
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
置
等

5.
0百

万
円
（

5.
0百

万
円
）

公
立
図
書
館
、点

字
図
書
館
、学

校
図
書
館
、大

学
図
書
館
等
に
よ
る
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
す
る
こと
に

よ
り、
各
館
の
資
源
の
共
有
や
人
材
の
交
流
等
を
図
る
とと
も
に
、図

書
館
を
利
用
す
る
視
覚
障
害
者
等
の
増

加
を
目
的
とし
た
広
報
の
強
化
を
図
る
。ま
た
、こ
れ
らの
成
果
の
普
及
及
び
読
書
バ
リア
フリ
ー
の
理
解
促
進
を

目
的
とし
た
フォ
ー
ラム
を
開
催
す
る
。

＜
2箇

所
（
地
方
公
共
団
体
、民

間
団
体
）

×
2.

5百
万
円
＞

【対
象
者
・事
業
種
別
等
】

１
・・
・・
・・
・・
国
（
本
省
直
轄
事
業
）

２
.３
・・
・・
・・
国
→
地
方
公
共
団
体
・民
間
団
体
（
委
託
事
業
）

図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
利
用
の
促
進

令
和

8年
度
予
算
額
（
案
）

11
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

11
百
万
円

)

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
読
書
バ
リア
フリ
ー
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、以

下
の
取
組
を
行
う。 （
担
当
：
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
）

事
業
内
容
（
令
和

2年
度
～
）

背
景
・課
題

成
果
の
普
及
：

①
研
修
の
プ
ログ
ラム
・教
材
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
及
び
関
係
団
体
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
。

   
   

   
   

   
  
②
地
域
に
お
い
て
構
築
され
た
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
成
果
を
フォ
ー
ラム
等
で
発
信
す
る
。

・
ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

・読
書
バ
リア
フリ
ー
に
関
す
る
モ
デ
ル
研
修
の
実
施

・読
書
バ
リア
フリ
ー
の
周
知
に
向
け
た
フォ
ー
ラム
開
催

 回
数
の
増
加

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・読
書
バ
リア
フリ
ー
に
向
け
た
支
援
方
法
等
※
に
理
解
が
深
ま
った
、

研
修
参
加
者
の
増
加

・読
書
バ
リア
フリ
ー
に
向
け
た
支
援
方
法
等
※
に
理
解
が
深
ま
った
、

フォ
ー
ラム
参
加
者
の
増
加

 
 

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・サ
ピエ
図
書
館
の
登
録
館
数
の
増
加

・国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
デ
ー
タ提

供
送
信
承
認
館
数

の
増
加

・全
国
の
図
書
館
が
保
有
す
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
数

の
増
加
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社
会
教
育
デ
ジ
タ
ル
活
用
等
推
進
事
業

背
景
・課
題

令
和

8年
度
予
算
額
（
案
）

 
51
百
万
円

   
(前
年
度
予
算
額

  
50
百
万
円
）

➤
公
共
施
設
の
よ
り効

率
的
・効

果
的
な
整
備
・運

営
等
に
向
け
て
、老

朽
化
等
が
進
む
公
民
館
等
の
社
会
教

育
施
設
に
お
い
て
も
、民

間
の
資
金
と創

意
工
夫
を
活
用
す
る
PP
P/
PF
I等
の
活
用
を
進
め
て
い
く必
要

が
あ
る

・
PP

P/
PF

Iア
クシ

ョン
プ
ラン
に
お
け
る
具
体
化
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、自

治
体
へ
の
伴
走
支
援
を
強
化

➤
社
会
の
急
速
な
デ
ジ
タル

化
の
中
で
、社

会
教
育
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タル

化
の
遅
れ
が
顕
在
化
し、
公

民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
強
化
し、

「リ
アル

」と
「デ
ジ
タル

」を
組
み
合
わ
せ
た
効

果
的
な
教
育
活
動
に
より
、地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る

➤
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの

基
盤
とな

る
社
会
教
育
施
設
を
活
性
化
し、
地
方
創
生

2.
0を
推
進

事
業
内
容

（
令
和

5年
度
より
実
施
）

（
担
当
：
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
）

３
．
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
クシ

ョン
プ
ラン
推
進
の
目
標

（
２
）
重
点
分
野
と目

標
ⅱ
）
各
重
点
分
野
に
お
け
る
取
組

⑥
文
化
・社
会
教
育
施
設

令
和
４
年
度
か
ら公

共
施
設
等
運
営
事
業
等
の
活
用
に
向
け
た
取
組
を
抜
本
的
に
強
化
し、
令
和
８
年
度

ま
で
に
１
０
件
の
具
体
化
を
目
標
とす

る
。さ
らに

、令
和
１
３
年
度
ま
で
に
３
５
件
の
具
体
化
を
狙
う。

PP
P/
PF
I推
進
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
（
令
和
7年

改
定
版
）

（
R7
.6
.4
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
決
定
）

経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針
20
25

（
令
和
7年

６
月
13
日
閣
議
決
定
）

第
３
章
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
実
現

２
．
主
要
分
野
ご
との
重
要
課
題
と取

組
方
針
（
４
）
戦
略
的
な
社
会
資
本
整
備
の
推
進

（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
）

公
共
サ
ー
ビス
を
効
率
的
・効

果
的
に
提
供
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
、改

定
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
に
掲

げ
る
目
標
を
着
実
に
達
成
す
る
こと
を
目
指
し、
ウォ
ー
ター

Ｐ
Ｐ
Ｐ
等
の
重
点
分
野
に
お
け
る
伴
走
支
援
体
制

の
構
築
や
、検

討
手
続
の
効
率
化
・検

討
期
間
の
短
縮
化
を
推
進
す
る
。

〇
社
会
教
育
施
設
の
PP
P/
PF
I等
の
活
用
・デ
ジ
タ
ル
機
能
強
化
へ
の
支
援

（
民
間
団
体
向
け
委
託

×
１
か
所
）

社
会
教
育
施
設
の
整
備
や
運
営
に
お
け
る

PP
P/

PF
I等
の
活
用
、デ

ジ
タル

環
境
の
整
備
や
その

効
果
的
な
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、全

国
を
カバ

ー
す
る
支
援
体
制
を構

築
し、
地
方
公
共
団
体
等
か
らの

相
談
対
応
や
専
門
家
派
遣
、導

入
可
能
性
調
査
等
の
検
討
支
援
、情

報
発
信
な
どの
伴
走
支
援
を
実
施
→
令
和
８
年
度
は
自
治
体
へ
の
個
別
案
件
支
援
の
更
な
る
加
速

ア
ウ
トプ

ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
トカ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト（

国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目

指
す
べ
き
姿

・
地
方
公
共
団
体
の
伴
走
支
援
を行

う事
務
局
の
設
置

・
PP

P/
PF

I等
の
活
用
に
向
け
た
伴
走
支
援
の
実
施

・
デ
ジ
タル

機
能
強
化
に
向
け
た
伴
走
支
援
の
実
施

社
会
教
育
施
設
を拠

点
とし
た
、地

域
住
民
が
主
体
的
に
学
べ
る
教
育
環
境
の
実
現

（
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
充
実
、効

果
的
・効

率
的
な
施
設
運
営
、社

会
教
育
施
設
が
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
基
盤
とし
て
機
能
）

・
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
デ
ジ
タル

の
効
果
的
な
活
用
や

PP
P/

PF
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１．はじめに
　さいたま市立大宮図書館は大宮区役所との複合
施設として，2019年５月７日に移転開館しました。
文学資料コーナー等の新たなコーナーの設置や学
習席の増設などもあり，移転前の図書館と比較し
て来館者数も約３倍に増え，昨年の８月１日に来
館者500万人を達成しました。
　さいたま市は2019年度に内閣府により「SDGs未
来都市」に認定され，持続可能なまちづくりに向
けて，生涯学習関連施設ではさまざまな取り組み
を行っています。大宮図書館では，目標４「質の
高い教育をみんなに」と目標11「住み続けられる
まちづくりを」を主な軸として今年度の目標に掲
げており，今回は大宮図書館が行っているイベン
トや活動についてご報告いたします。
２．すべての子どもたちに「学び」と「体験」の
場を

　家での学習が困難な子や貧富の格差による体験
の差など，さまざまな環境で育った子どもたちが
いますが，図書館は誰もが自由に，そして平等に
利用できる場所の一つです。大宮図書館では目標
４「質の高い教育をみんなに」を目指して，どん
な子どもたちでも楽しく学び，交流し，自分で調
べる力を身につける。そんな場所になれるよう，
イベントを企画しています。
　図書館で開催するイベントであるなら，子ども
たちが本を楽しいと思うきっかけをつくりたい。
そのためにはどうすればいいのか。と思ったとき
に，まず子どもたち自身がいろいろなことに興味
を持ってもらうことが大切だと考えました。その
ためには，ただ話を聞くだけでなく，実際に子ど
もたちが体験することによって，「なぜ？」「どう
して？」という疑問が生まれ，そこから知りたい
という意欲につながります。
2-1　児童向けイベント
　ここでは今年開催した児童向けのイベントをい

くつかご紹介します。
●じっくり観よう！たのしく描こう！絵本作家・

岩渕真理さんと自然を観察（2025年５月５日開
催）

　絵本作家・岩渕真理さんと一緒に外に出て虫や
草花の魅力を観察後，観察して気に入ったものを
絵に描いてもらうイベントです。岩渕さんに絵の
描き方や草花の特徴等を話してもらい，描いた作
品は館内で展示しました。葉っぱの裏側にテント
ウムシを発見したときには「見つけたよ！」と周
りの子にも声をかけていたりと，子どもたちも楽
しそうに自然に触れていました。
●３Dプリンターつかってみない？（2025年８月

９日開催）
　３Dプリンターを使い，オリジナルのしおりを
作成するイベントです。しおりの形は図書館側で
作成し，色の配色を子どもたちが決めてプログラ
ミングをしてもらいました。３Dプリンターが起
動しているのを初めて見る人が多く，子どもたち
もですが，一緒に来ていた保護者の方も大盛況で，
当日は103人の方が参加されました。
●すばらしい空の見つけかた～実験・虹をつくっ

てみよう～（2025年８月10日開催）
　写真家で気象予報士の武田康男さんを講師に，
オーロラや虹など写真映像を見ながら解説した後，
虹ビーズと電球を使って虹を作ってみる実験を行
いました。空の不思議な現象写真に子どもたちだ
けでなく，保護者の方も熱心に質問されていまし
た。
●ピカピカ！ドキドキ！へんしん大実験！（2025

年９月６日開催）
　城西大学薬学部の学生が講師となり，小学生向
けの科学実験教室を行いました。身近にもある薬
品やジュースなどを使って起こる化学反応に子ど
もたちがくぎづけとなっていました。また，化学
反応が起こる仕組みや理由については図書館の本

図書館で実践！ SDGs　第14回　さいたま市立大宮図書館

「にぎわいからハタラキを起こす」

－地域活動の拠点のひとつとして多世代が交流できる図書館に－

篠原由香

「にぎわいからハタラキを起こす」

 篠原由香

■図書館で実践！SDGs 第14回▶さいたま市立大宮図書館■

－－地域活動の拠点のひとつとして多世代が交流できる図書館に－－
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を使って学生が解説してくれて，子どもたちも熱
心に見入っていたのが印象的です。
2-2　生徒からの持ち込み企画イベント
　最近は学校でも生徒の主体性を育むことに力を
入れるようになったと感じます。特に今年は図書
館の近隣の大宮国際中等教育学校の生徒から，「自
分が考えたイベントや展示を図書館で行いたい」
と飛び込み営業ならぬ持ち込み企画イベントのお
誘いを多くいただきました。
　生徒たちが考えたことが本当に実現できるのか，
仮に思っていたより上手く実現できなくてもそれ
も学びになり，生徒たちの糧になるはずです。
　イベントのチラシ作成，内容，準備，当日の司
会などはすべて生徒が自ら考え，イベントが開催
できるようにチラシの掲載内容やイベント内容等
を図書館側でアドバイスし，当日の運営のフォ
ローを行いました。
●えいごでそらたんけん～Space Tour in English !

～（2025年５月25日開催）
　宇宙に関する絵本のよみきかせとプラネタリウ
ムを投影して，星座や星について英語で解説。絵
本の選定とよみきかせ，投影する星座の選定，プ
ラネタリウムの解説は生徒が行い，プラネタリウ
ム映像の作製は図書館側で行いました。
●本のせかいにとびこめ！クイズアドベンチャー
（2025年７月26日～７月31日）

　本の中に答えが書いてあるクイズを出題し，子
どもたちに本を読んでクイズに答えてもらう児童
向けの謎解きイベントです。レベルは１～３まで
あり，全問正解したら景品をプレゼント。クイズ
の作成は生徒が行い，開催期間中の運営と景品の
用意は図書館側で行いました。
●自分だけのお話をつくってみよう（2025年８月

18日開催）
　生徒自身が講師となり，生徒が考えたオリジナ
ルゲームをしながら，小学３～６年生相手に物語
をつくるポイントを教えて自作の物語を作るイベ
ント。ワークショップの内容は生徒が考え，当日
の運営のフォローを図書館側で行いました。ゲー
ムを通して物語の作り方のコツをつかんだのか，
参加者の子どもたちも初めてとは思えないほどの
面白い物語を書き，お互いの作品を読み合ってい
ました。
●コラボ展示「今知ってほしい社会問題」（2025年

９月１日～９月30日）

　生徒自身が問題と感じている「環境問題」と
「孤食」について，生徒が作成したポスターを展示
し，展示を通して興味を持てたか意識調査（アン
ケート）を行いました。図書館側で関連書籍の展
示も併せて行いました。
３．地域の魅力を発信，さまざまな世代が交流で
きる場を

　今回の題にもなっている「にぎわいからハタラ
キを起こす」の言葉は，移転開館した際に掲げた
大宮図書館の運営コンセプトです。
　資料を閲覧するにあたって静寂性を保つことは
大切なことですが，ただただ静かにしなければな
らない場所でなく，乳幼児からシニア層まで，幅
広い世代の方がさまざまな理由で館を訪れ，にぎ
わいが創出される場所としての図書館であってほ
しいという思いのもと，日々活動しております。
　そのような場所にするため，各世代にあった
ニーズをかなえ，“また行きたいと思ってもらえる
図書館”を目標にしています。どの世代の人も気
軽に図書館を利用できることはもちろんのこと，
市立図書館であるため，図書館を利用する層は市
民の皆様が大半です。地元の方や企業等にもご協
力いただき，もっと大宮の街を盛り上げ活気のあ
る街にしたい。その盛り上げるきっかけのひとつ
に図書館がなりたい。目標11「住み続けられるま
ちづくりを」は，私たちの掲げるテーマと重なる
ところがあると思います。
3-1　子育て支援の取り組み
　当館では保育士もしくは幼稚園教諭の資格を持
つ関連企業の専門スタッフによる第１・３水曜日
は「育児コンシェルジュ」，毎週金曜日は託児サー
ビス「わたしの自由時間」を行っています。図書
館は静かにしなくてはいけないから行きづらい，
そんな風に思う保護者の方も多いですが，育児に
悩む保護者の方が気軽に相談できる場として，ま
た新しい交流を生む場所として図書館を利用して
ほしいと願っています。
●育児コンシェルジュ
　事前申込不要。子育てに関する本の紹介や絵本
のよみきかせ，図書館利用のお手伝いを行うほか，
子育てについて話し合う交流会も開催しており，
ママ友探しの場としても利用されています。当館
で一番人気のイベントです。
●わたしの自由時間
　当日申込。保護者の方がゆっくり図書館を利用
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してもらえるよう，満１歳から未就学児を対象に，
児童コーナーのおはなしのへやで専門スタッフが
行う託児サービスです。利用にはさいたま市図書
館利用者カードの登録が必要で，１回につき45分。
最近ではお子さんが保護者と離れる練習，いわゆ
る「慣らし保育」として活用されることも増えま
した。
3-2　図書館広報紙「大宮まゆっこ新聞」
　大宮図書館では，図書館広報紙『大宮まゆっこ
新聞』を３か月に１度発行しています。新聞名は，
約100年前に大宮図書館の場所にあった「大宮山丸
製糸所」にちなんで名づけられました。
　この新聞の目玉コーナーである「図書館のご近
所さん」では，図書館スタッフが興味を持った大
宮近辺のお店や団体について，現地へ赴き，独自
に取材した内容を掲載しています。図書館を面白
いところだと思ってもらいたい，図書館のファン
を増やしたいという思いからスタートした『大宮
まゆっこ新聞』ですが，今では大宮という街の魅
力をもっと多くの人に知ってもらいたい，と地域
の魅力を発信する広報紙にもなっています。
　現在はvol.25まで発行されていて，『大宮まゆっ
こ新聞』の号外的位置にある『繭乃仲だより』も
合わせると，合計32号発行されており，最近だと
大宮 VS 浦和のカードゲームで話題になった「偏
愛伝説カードバトル　さいたま伝」についてや，
シェア本棚の運営店，ミニシアター，ブラインド
サッカー等に取材に行き，掲載させていただきま
した。
3-3　地元企業とのコラボイベント
　ここでは最近行ったコラボイベントをご紹介い
たします。
●近隣のカフェとの企画「大宮図書館 coffee & 

library」（2024年８月１日～８月31日開催）
　近隣の７店舗のカフェにご協力いただき，対象
店にマイボトル持参の上，さいたま市図書館利用
者カードを提示しテイクアウトドリンクを購入す
ると，カフェで用意した特典を得られるイベント
です。特典はサイズアップやお菓子など各店舗で
用意していただき，図書館側ではカフェマップを
作成しました。利用者からも好評で，期間中７店
舗全部回ったというお声もいただきました。初め
ての取り組みということもあり，広報期間が短く
なってしまい，参加者はそれほど多くなかったそ
うですが，このイベント目的で初めてお店に来た

お客様がいたとご協力いただいた店舗からお話を
いただきました。
●市内の運送会社との企画「ブラック?　いや，

ホワイトです。働くドライバーのリアル座談
会。」（2025年２月１日開催）

　社会問題と話題になったドライバー不足。より
多くの人に2024年問題やドライバーの仕事につい
て知ってもらうため，市内の運送会社（営業所）の
東都観光バス株式会社，東栄運輸株式会社，篠崎
運輸株式会社から現役ドライバーの方々を招き，
仕事の本音やドライバー不足の現状，そして2024
年問題について座談会形式で語ってもらいました。
本やインターネット，報道では聞いたことがない
話ばかりでとても興味深く，参加者からも大変好
評でした。
●地元企業しまむらグループとのコラボ企画「絵

本 de コーデ」（2025年７月19日～８月15日開催）
　大宮図書館が選んだ「おすすめ絵本」に合わせ
て，しまむらグループのベビー・子ども用品の専
門店「バースデイ」が絵本をイメージしたコー
ディネートを考え，子ども服と絵本を一緒に展示
しました。普段絵本を読まない方にも，絵本や子
ども服に親しんでもらえる展示となりました。ま
た期間中はどのコーディネートが一番よかったか
アンケートも行い，総得票数2,513票が集まりまし
た。
４．おわりに
　移転開館して６年，生徒からの持ち込み企画も
そうですが，大宮図書館を媒介として学生が企業
や地域の抱えるリアルな課題の解決に取り組み，
その過程で新たな知識を修得したり，知識の活用
力を身につける PBL（課題解決型学習）の場とし
て，大宮図書館にはさまざまな世代の方が来館し，
少しは地域を活性化する場所に近づけているのか
と感じています。
　今年度の主な軸として，目標４「質の高い教育
をみんなに」と目標11「住み続けられるまちづく
りを」の二つを挙げていますが，どちらも大宮図
書館が目指す「にぎわいからハタラキを起こす」
につながっていると思います。
　今後も多くの人が交流し，学びの場，憩いの場
だけでなく，新たなハタラキを生み出す場所であ
り続けられるように活動してまいります。
� （しのはら　ゆか：さいたま市立大宮図書館）
� ［NDC10：016.2134　BSH：さいたま市立大宮図書館］
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　小牧市は，東名高速道路・名神高速道路・中央自動車
道の結節点であり，陸上交通の要衝として愛知県名古屋
市の北，約15kmに位置しています。また，「小牧・長久
手の戦い」や，近年の城郭研究により織田信長が築いた
小牧山城や石垣が発掘され，歴史的観点から注目を集め
ている人口約15万人の市です。
　小牧市中央図書館は，住民投票など紆余曲折がありま
したが，収蔵可能冊数50万冊，Wi-Fi 環境の整備，ICT
化により利便性の高い図書館として2021（令和３）年３月
にオープンし，年間70万人以上の来館者が訪れる「にぎ
わいのある滞在型の図書館」です。
　当館のレファレンスは，司書全員がレファレンスを担
当しており，対面で行うレファレンスだけではなく，
ホームページにレファレンスフォームを用意し，メール
レファレンスも受けています。レファレンス記録は，図
書館システムへ入力し，閲覧・参照可能としています。
また，司書のスキルアップを目的として，内部レファレ
ンス研修を毎月実施しています。
　今回は，「郷土資料」「子ども向け百科事典」「昔の思い
出」に関連した内容で，司書の知識や経験がキラリと光
るレファレンスをご紹介します。

　このレファレンスは，関東にある某県の市図書館から
受けたもので，「利用者からレファレンスを受けたが，自
館資料では根拠が弱いため，小牧市中央図書館の郷土資
料で典拠となる資料があれば教えてほしい」という図書
館間レファレンスでした。そこで，当館の郷土資料と歴
史的な観点から書かれた資料の双方から探すことにしま
した。郷土資料『小牧山城　散策コースと小牧・長久手
の合戦の砦跡　小牧叢書　16』（小牧市文化財資料研究委員
会／編，小牧市教育委員会，1998.3）には，「永禄六年二月頃
に，いきなり信長から城替えの指図があったと『武功夜
話』には書かれている。（略）二宮山に比べればはるかに
優れているので移転に賛成したという。ともかく，信長
の命を受けて築城の奉行は丹羽長秀に決まり，人足を差

し出して山の大木を伐り払い，山頂を均した。」（p.69）と
記載されていたこと，このほか『考証織田信長事典』

（西ヶ谷恭弘／著，東京堂出版，2000.9）では，「この小牧山取
出を清洲城にかかる領国の本拠とするため，信長は長秀
を普請奉行に命じ，堂々たる威容を備えた小牧山城を築
いた。惣構という城下町を含めた外曲輪の堀と土塁も構
えられた。『武功夜話』などによると，天主建築に相当す
る物見櫓もあがる構えとした。独立した丘陵というか，
山をまるまると城郭とし，長秀を奉行として築城にあた
らせたことは，のちの安土築城への予行演習でもあっ
た。」（p.136）と記載がありました。両資料には『武功夜
話』の記述があり，当館独自の資料を，もう少し掘り下
げてみることにしました。
　本市では，小牧山城築城450年を記念した「こまき信
長・夢フォーラム」を2013（平成25）年度に開催しまし
た。そのフォーラムでは，小和田哲夫先生（静岡大学名誉
教授）をお招きし，「信長にとって小牧山城築城とは何
だったか」と題した記念講演を開催しました。その講演
で小和田先生は，「『武功夜話』，これは偽書だという説を
唱える方もたくさんいて，偽書説が結構今一世を風靡し
ている感がありますが，私はあれは偽書と見ていないん
です。（略）全部が全部あれは否定しないほうがいいとい
う立場なんです。」と講演いただいた記録を見つけまし
た。一般流通している資料のみならず，研究者として知
名度のある小和田先生の知見が記載された報告書も当館
で収集していたため，郷土資料として提供することがで
きました。当館の郷土資料が他館のレファレンスに役
立った好事例でした。

　図書館見学の際，小学生から受けた質問です。小学２
年生が想像する「本」とは…？と考え，対象を現在の本

（冊子）とし，本を構成する「文字」「紙」「本の形状（冊
子）」「印刷」のはじまりについて調査しました。

（1）文字について
　『総合百科事典ポプラディア　第三版』（ポプラ社，2021. 
11）14巻から「紀元前3000年から紀元前2100年ごろ，メ

れふぁれんす三題噺

愛知県小牧市中央図書館の巻

キラリと光るレファレンス

花里千賀子

本のはじまりはいつ？
その２

「小牧山城は，丹羽長秀が普請（作事）奉行として築
城した」という話の根拠となる資料を探している。

その１

連載その三百二十七三題噺
れふ
ぁれ
んす

キラリと光るレファレンス

花里千賀子

小牧市中央図書館の巻
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ソポタミア文明の時代につくられたとも考えられてい
る。」（p.260）と記載がありました。

（2）紙について
　同資料４巻に「紙は２世紀のはじめごろ，中国の蔡倫
によって発明されたといわれてきたが，20世紀に入って，
中国で，紀元前２世紀ごろの遺跡から紙が発見されたた
め，蔡倫は紙のつくり方を改良した人物と考えられるよ
うになった。」（p.150）と記載されていました。

（3）現在の本の形（冊子）について
　同資料14巻に「４世紀はじめごろのヨーロッパで，現
在のように複数のページをとじあわせた本（冊子）が一
般的になっていた。」 （p.260）と書かれていました。

（4）印刷技術について
　同資料２巻に「版に墨などをぬって紙におしつけてう
つす，といった方法の印刷は古くからあり，８世紀の中
国の唐では木版印刷が発明されている」（p.124）と記載が
ありました。また，『小学百科大辞典　きっずジャポニカ 
新版』（小学館，2013.12）には「15世紀にドイツの技術者，
グーテンベルクが，金属の活字を使う印刷機を発明し，
紙と印刷による本づくりの基礎を築いた」（p.861）と記載
されていました。
　小学２年生の疑問に，多角的な側面から回答したレ
ファレンスで，子ども向けの総合百科事典が役に立った
事例でした。

　質問者が，子ども時代にお母さんに読み聞かせても
らった思い出の絵本。現在は，この方が母となり，自身
のお子さんに読み聞かせたいと思い探している絵本。こ
のような思いに是非ともこたえたいと挑んだレファレン
スでした。
　しかし，この情報だけでは，該当図書の絞り込みが難
しいと感じたため，質問者にレファレンスインタビュー
を行い，追加情報を得ました。
　・当時の質問者は小学校低学年くらいだった。
　・�表紙に大きな帆船の絵が描いてあるものだったが，

内容は全く覚えていない。
　・（子どもの目から見て）割と大きくて分厚い本だった。
　・�当時，小牧市隣接のＫ市図書館で借りてきた（と思

う）。
　レファレンスインタビューで得た追加情報から，イン
ターネットと当館所蔵資料でキーワード「帆船（船，舟，
ヨット）」で児童書・絵本に限定して検索し，現物にて表
紙と内容を確認しました。また，児童サービスに従事し
た経験の長い司書ともレファレンス内容を共有し，条件
整理を以下３点とし，単条件で合致するものをピック
アップし，最終的にすべての条件に合致する資料を絞り
込みました。

　【条件】
　（1）表紙に帆船の絵がある

　（2）絵本または児童書
　（3）30年前（1992年以前）の発行

①『ふしぎをのせたアリエル号』（徳間書店，2001.9）
　→条件（1）（2）（3）に合致
　※当館では，2001年出版の資料を所蔵しており，（3）は
該当しないように思われましたが，当該図書は1990年に
福武書店から出版されており，1990年発行と2001年発行
の双方とも，表紙の絵に変更がなかったため，条件（3）に
合致していることが分かりました。
②『ニワトリ号一番のり』（福音館書店，1967.9）
　→条件（1）（2）（3）に合致
③『朝びらき丸東の海へ』（岩波書店，1966.8）
　→条件（1）（2）（3）に合致
④『コロンブスの航海』（評論社，1979.8）
　→条件（1）（2）（3）に合致
⑤『大帆船』（岩波書店，1994.4）
　→条件（1）（2）に合致，（3）は該当せず。
⑥『わたしのおふねマギーＢ』（福音館書店，1976.7）
　→条件（1）（2）（3）に合致
　※ただし，帆船は帆を張っていない
⑦『ドリトル先生アフリカへ』（チャイルド本社，1991.7）
　→条件（1）（2）（3）に合致
⑧『クレタ』（評論社，1987.4）
　→条件（1）（2）（3）に合致
⑨『ちいさなしまのものがたり』（小学館，1976.12）
　→条件（1）（2）（3）に合致　

　①～⑥は，自館・Ｋ市図書館で所蔵。⑦～⑧は，自館
未所蔵・Ｋ市図書館で所蔵。⑨は，自館・Ｋ市図書館で
未所蔵だが，他の近隣図書館で所蔵。質問者へは，発行
年の古い図書のため，当時所蔵していたが，現在は所蔵
していない可能性もあると回答しました。

　司書業務（特にレファレンス）は，日々の積み重ねが大
切であること，一緒に働く司書仲間と質問を共有し，レ
ファレンス事例に真摯に向き合うことで司書としてスキ
ルアップすることを実感した事例でした。今後も引き続
き，司書として互いに学び合い，専門性の高いレファレ
ンスサービスを提供できるよう研鑽に励みたいと考えて
います。

■「レファレンス協同データベース」小牧市中央図書館
　https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=pro_view&id=23 

00050
（はなさと　ちかこ：
� 小牧市中央図書館，日本図書館協会認定司書第1206号）
� ［NDC10：015.2　BSH：レファレンス　ワーク］

30年ほど前に母が読み聞かせをしてくれた，表紙に
大きな帆船の絵が描いてある本を探している。

その３
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人はなぜ物を愛するのか　「お気に入り」を生み出
す心の仕組み
アーロン・アフーヴィア著　田沢恭子訳　白揚社　2024�
¥2,700（税別）

　あなたのお気に入りのモノは何だろうか。私の
知人には，眠るときに小さい頃から使っているタ
オルケットを手放せない人がいる。その話を聞い
たとき，まさに「ライナスの毛布」だと感じたが，
私自身もクローゼットの奥に幼い頃から使ってい
るブランケットをしまいこんで捨てられずにいる
ことを思い出した。
　本著は，こうした物理的なモノや活動も含む

「人間ではないあらゆるものやこと」（p.10）への愛
について説明している。対象は幅広いため，特定
のブランドやスポーツチーム，ゲームなどをなぜ
愛するのかといった事例を，著者の長年にわたる
インタビュー調査に基づく実例とともに紹介して
いる。さらに，愛する要因を体系化し，各章で整
理している。
　その一つとして，モノを自己の一部として捉え
る考え方が挙げられる。モノが自分のアイデン
ティティの一部となり，境界線があいまいになる
ことで，自分のことのように感じられるという現
象は興味深い。
　また，身近な例として，人の姿かたちに似せて
あるモノへの愛着が強まるという現象も，実際の
調査事例とともに説明されており，なぜそうなる
のかがわかりやすく示されている。挙げた二つは
わかりやすい例だが，実際はもっと複雑で多様な
愛する要因が書かれている。
　著者はモノへの愛を理解することでより周囲の
人や世界と結びついた生活に近づくとしている。
なぜ自分がこのモノを好きなのかを，心理的・文
化的構造から客観的に理解できるこの本を読むと，
あなた自身のお気に入りのモノについても同様に，
なぜ愛しているのかを知ることができ，愛がさら
に深まるのではないだろうか。あるいは，私のよ
うにブランケットと別れることができるだろう。
 （大

おおつやま

津山賢
ま さ き

生：天草市立中央図書館）

アニメ音響の魔法　音響監督が語る，音づくりの
すべて
藤津亮太企画・取材　鶴岡陽太協力　一野大悟，細川洋
平執筆　ビー・エヌ・エヌ　2025　¥2,200（税別）

　近年，映画館での鑑賞が大きく様変わりしてい
る。通常の上映のほか，音楽イベントや演劇等の
中継映像を楽しむライブビューイング，観客が声
を出したりペンライトを振ったりする応援上映，
そして音響に特化したシアターで鑑賞する極音上
映など，多様な鑑賞方法が現れ人気を博している。
　この最後の上映方法について，音響監督の岩浪
美和はなんと個々の劇場に直接出向いて音響を調
整しているというのだから驚きだ。
　本書は複数人の音響監督へのインタビューから
成り立っている。劇伴音楽（BGM）の発注からア
フレコ（音声収録）の立ち会いまで，音響監督の仕
事は幅広く，そのスタイルも多様だ。仕事の流れ
はもちろん，なぜこの仕事を目指したのか，アニ
メ以外にどのような音響の仕事をしたのかなど，
さまざまな方面の話が読める。特にアナログから
デジタルへの過渡期を知る彼らの技術的な話は，
非常に興味深い。
　個人的に一番驚いたのは，音響の話でなくて恐
縮だが，アニメの台本を作る制作会社がある，と
いう話だった。絵コンテ（手書きの映像設計図）か
ら必要な情報を拾って台本の形にするのだとか。
　インタビュー形式の文章は読みやすく，YA向
けの職業案内としても役立つだろう（本書と同じく
藤津亮太がインタビューした『声優語』（一迅社　2017）
や『プロフェッショナル13人が語るわたしの声優道』（河
出書房新社　2019）も同様）。巻末付録に「推薦作品
ガイド」があるが，その最後に掲載されている明
田川進（本書ではコラム「アニメ音響の歴史」を執筆
している）のウェブ連載は，2025年７月に再構成さ
れ『音響監督の仕事』（星海社）として出版された。
そちらもあわせて読むと，より深く楽しめるので
はないだろうか。

（小
こ そ が わ

曽川真
ま き

貴：中京大学司書養成課程非常勤講師，
 日本図書館協会認定司書第2096号）

図書館員のおすすめ本○110
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パンチラインの言語学
川添愛著　朝日新聞出版　2025　¥1,600（税別）

　著者の川添愛といえば『言語学バーリ・トゥー
ド』（東京大学出版会）。サブカルを言語学的観点か
ら眺めた縦横無尽のエッセイが強烈な印象だが，
本書ではさらにエンタメ色を濃くし，「映画やアニ
メ，漫画などで印象に残るセリフ（パンチライン）

を言語学的に考察」（p.9）する。
　映画『テッド』に始まり，『タッチ』『ガラスの
仮面』『不適切にもほどがある！』『勇者ヨシヒコ』

『地面師たち』『デトロイト・メタル・シティ』『ミ
ステリと言う勿れ』『北斗の拳』『ドラえもん』な
ど著者の愛してやまない作品たちが取り上げられ
る。
　個人的に興味深く読んだのは『機動戦士ガンダ
ム』の「偉い人にはそれがわからんのです（よ）」。
テレビ版にはあった「よ」が，劇場版では削除され
たのはなぜか？　著者曰く，終助詞「よ」には，（1）
聞き手に向けて話していること，（2）話す内容が自
分だけの知識や意見であること，この二つを明確
に示す機能がある。一介の整備士が現場を知らな
いだろう上官に対し，不満を述べるという状況そ
のものが（1）と（2）の双方を満たすため，「よ」は蛇
足と判断されたのが理由ではないかと推測する。
　この「よ」をめぐる問題は，プロレス映画『極
悪女王』の章でも引き継がれ，台詞の多くがなぜ

「よ」で終わるのか？という考察が展開される。
「よ」の用法が次から次へと解説され，「よ」一文
字にこんなに多くのバリエーションがあったとは！
と驚かされる。このような言語学の話題も興味深
いのだが，著者のプロレス愛が至るところで炸裂
し，格闘技にまったく興味がなくても「プロレ
スって面白いのかも…？」と思わされてしまう。
　言語学の知識も（ちょこっと？）身につく上に，
本書で話題に上がった映画，アニメ，漫画を見

（読み）たいという欲求に駆られること請け合い。
蛍光イエローのキッチュなデザインの表紙を目印
に，本書をぜひ手に取ってみてほしい。
 （山

やまもと

本敬
け い こ

子：小林聖心女子学院学習センター）

折り紙の事典
岡村昌夫，三浦公亮監修　前川淳［ほか］編集　朝倉書
店　2024　¥8,600（税別）

　折り紙といえば，鶴やお雛様など日本らしい形
のものから，コップやサンタクロース，ドラゴン
など複雑で新しい形まで，実に多彩な造形がある。
伝承遊びの一つとして，小さな子どもから高齢者
まで幅広く楽しまれている。
　“折り紙の本”というと，折り方の本を連想する
が，本書は“事典”として折り紙の世界の広がり，
長い研究の歴史を読み手に届けてくれる。ただ紙
を折って作る造形物について，“事典”にまとめら
れるほどの深い世界があったなんて！と驚愕させ
られた。
　六つの章に分かれており，歴史，国内外問わず
作家の紹介，技法と創作，折り紙の数学，教育，
科学と応用，について書かれている。目次をみる
だけでも，わくわくする。歴史の章では，最初期
の折り紙について，古典に描かれた折り紙のこと，
ヨーロッパの折り紙について書かれている。
　折り紙は，昔話のように何となく口伝で伝わっ
ているイメージがあったが，歴史の中に残ってい
ることに感嘆した。５章の「教育」では，学校教
育や幼児教育の中での活用，変遷が書かれている。
またセラピーや社会教育との関わりについても言
及されている。４章・６章では，数学や科学の世
界に潜む折り紙について書かれている。この章は，
文系の私には難しかったが，簡単に見える折り紙
の折り方がとても繊細で合理的にできているんだ
なと感じた。
　本書は，折り方の本を探している利用者には不
要なものかもしれない。しかし企画から10年以上
を要し，満を持して発行された１冊で，折り紙に
ついてここまで書かれた本は類書がないと思う。
図書館の本棚で，折り方の本の横にそっと並んで
いるこの本と出会い，「折り紙ってすごいやん!!」
と感じてほしい。

 （葛
か さ い さ お り

西沙織：別府市立図書館）
� ［NDC10：019.9　BSH：書評］
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　日本図書館協会（JLA）では正会員，準会員，賛助会員を募集しております。
　本法人は，全国の図書館の発展，文化の進展を図る事業を行うことにより，人々の読書や情報資
料の利用を支援し，もって文化，学術，科学の振興に寄与することを目的としています（定款第３
条）。
　これからの日本の図書館界に清新な活力を注いでくださる皆さまのご参加を求めています。会員
の皆さまにおいては積極的な勧誘をよろしくお願い申し上げます。
　詳細については本法人ホームページ「入会のご案内」をご覧ください。
　https://www.jla.or.jp/membership_information/

会員募集のご案内－会員の皆さまへ

日本図書館協会の活動を豊かなものにするために

ご寄附のお願い
　本法人は，全国の図書館の進歩・発展を図るため，図書館運営の支援および政策提言，図書館職
員の育成並びに研修・講習や図書館運営に関する調査・研究・資料収集，機関誌等の刊行など，図
書館活動を通じたさまざまな事業を展開しています。
　こうした公益目的にかなう事業のさらなる充実を図り，21世紀のよりよい文化的社会を築いてい
くため，広く市民や会員の皆さまからのご寄附を受け付けております。
　なお，本法人への寄附金には特定公益法人としての税制上の優遇措置が適用され，所得税・法人
税の控除が受けられます。
　詳細については本法人ホームページ「ご寄附のお願い」をご覧ください。
　https://www.jla.or.jp/request_for_donations/

https://www.charibon.jp/partner/jla/   TEL : 0120-826-295 （バリューブックス）

あなたの本のご寄附が全国の図書館を支えます。
皆様の読み終えた本が図書館をサポートする活動に役立ちます。 ご提供いただいた書籍、CD、DVD等を提携会社が買い取り、

代金が日本図書館協会への寄附金となります。 段ボールに詰めてご連絡ください。 5冊（点）以上なら送料はかかりません。
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5冊から送料無料 買取相当額の寄附
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　2025（令和７）年３月，晴嵐コミュ
ニティ図書室（以下「晴嵐図書室」）は
開室50年を迎えました。晴嵐図書室
は，地域や団体をはじめ多くの方々
に支えられ，50年間ボランティアに
より運営されてきた地域の図書室で
す。
　「本と子どもとこのまちで」は，晴
嵐図書室が30周年，40周年，50周年
に発行した３冊の記念誌共通のタイ
トルでもあります。
＊はじまりは母親たちの願い
　1971（昭和46）年，旧自治省のモデ
ルコミュニティ地区として，全国40
か所のひとつに滋賀県大津市晴嵐学
区が選定されました。当時近くには
図書館も大型書店もなく，「子どもた
ちが歩いて行ける場所に図書館が欲
しい」との思いを共にした学区の母
親たちがグループを作り，1972（昭
和47）年に完成した晴嵐会館（現晴嵐
市民センター）の図書室開室に向け，
活動を始めたのです。地域のふれあ
いをめざすコミュニティ推進委員会
と市社会教育課の支援を得て，まず
は他の公民館から譲り受けた約1,000
冊の本を貸し出しできるようにと考
えました。本の貸し出し方法，蔵書
の整理方法や必要な備品などは，市
立図書館や司書経験者のサポートと
アドバイスを受け，1975（昭和50）年
３月開室に至るまでの準備作業は，
地域内外延べ約100人にものぼるボラ
ンティアの協力を得ました。オープ
ン当日，開室を待つ子どもたちの長
い行列が建物の外まで続き，１日で
114人の利用者登録と146冊の貸し出
しがありました。
　その後も学区の母親たちが中心メ

ンバーとなり，地域の小学校・幼稚
園PTAの協力を得ながら，すべて
ボランティアで運営してきました。
この50年の間にメンバーとして所属
した人数は入れ替わりながらも100人
以上になり，現在約35人が週２回の
開室時の図書当番を交代で担当して
います。コミュニティの地盤の上に，
大勢の人の思いと協力のおかげで受
け継がれてきた図書室です。
＊おはなしの世界を届ける
　子どもたちにおはなしの世界の楽
しさを届けようと，開室以来定期的
におはなし会を開催しています。演
目は絵本や紙芝居の読み聞かせだけ
でなく，昔話をもとに製作した人形
劇やパネルシアター，ペープサート
なども含みます。特に人形劇は，開
室メンバーから引き継いだ手作りの
お人形たちが今も活躍中で，晴嵐図
書室の貴重な財産であり，子どもた
ちに大人気で練習にも熱が入ります。
　年間約10回のおはなし会は，図書
室での開催だけでなく，依頼を受け
近隣の幼稚園や保育園にも出張出演
しています。このおはなし会で頂く
謝礼やバザー等の収入が図書整理に
必要な備品の資金となっています。
＊本と人とをつないで
　開室直後から毎年新刊購入費をコ
ミュニティより援助頂き，1,000冊か
ら始まった蔵書も今では12,000冊を
超えるまでになりました。子どもの
本を中心にスタートした図書室です
が，利用者の変化や希望に伴い，次
第に赤ちゃん絵本から大人の本まで
幅広く購入するようになりました。
現在蔵書の内訳は，絵本約３割，児
童書約４割，大人の本約３割で，子

どもの本が約７割を占めています。
　1998（平成10）年，図書室は隣接の
旧保育園の建物に移転し，子どもの
本の部屋と大人の本の部屋の２部屋
となりました。靴を脱いで部屋に入
り，赤ちゃんを膝に乗せ絵本を選ぶ
お母さんや，子どもたちと絵本を読
むお父さん。また大人の本の部屋で
ひとり静かに読書を楽しむ方や，カ
ウンター前で話題の本について図書
当番と話に花を咲かせる方など，家
庭的な雰囲気が晴嵐図書室の特徴で
す。本を通しての交流は，メンバー
にとっても大切なひとときとなって
います。
＊時代の変化の中でも
　2022（令和４）年，コロナ禍を契機
にホームページを開設しました。お
はなし会等のポスターは今も手作り
で掲示していますが，より多くの方
に見ていただければと，お知らせや
活動の様子等を随時更新しています。
　50年以上前，子どもと良い本との
出会いを願いスタートした晴嵐図書
室。時代は変化しても，子どもたち
の成長する過程や人が人に求める温
かさは変わりません。これからも手
を携え，地域に愛される図書室を次
の世代につないでいきたいと願って
います。

■晴嵐コミュニティ図書室
　所在地：滋賀県大津市北大路1-9-2
　開室時間：水曜　14:00～16:00
　　　　　　土曜　10:00～12:00／
　　　　　　　　　13:00～15:00
　　　　　　＊第５週・祝祭日は休室
　URL：�http://seiran-tosyositu.seiran-m�

achikyo.com/
（たに　かをり：
� 晴嵐コミュニティ図書室）

［NDC10：016.29
� BSH：晴嵐コミュニティ図書室］

小規模図書館奮戦記

晴嵐コミュニティ図書室

本と子どもとこのまちで

－ボランティアでつなぐ，まちの図書室50年－

谷かをり
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図書館
奮戦記
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　まちの図書室　年－50
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晴嵐コミュニティ図書室
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　本書は，2022年度データを対象に
実施された全国の移動図書館に関す
る実態調査の報告書である。移動図
書館に関する詳細な調査は，1979年
の『全国移動図書館基礎調査一覧　
昭和54年度』（日本図書館協会，1980）
以降，40年以上実施されてこなかっ
た。移動図書館を研究テーマとする
著者が，この状況に問題意識を抱き，
全国における移動図書館活動の現状
を明らかにすることを目的に調査を
実施し，本書を取りまとめた。
　調査は公立図書館が保有する移動
図書館車と，公立図書館未設置自治
体の移動図書館車を対象として実施
され，調査項目は移動図書館の運行
開始年度，車体種別，積載冊数，愛
称や運営方法，巡回周期，停車時間，
定期巡回先，臨時巡回の有無，コロ
ナ禍の巡回など，多岐にわたる。
　第１章「はじめに」では，本書の
刊行目的として「全国の移動図書館
の活動状況を明らかにし，図書館関
係者との情報の共有を図ること」

（p.8）と「豊かな移動図書館実践につ
なげていくこと」（同上）の２点を挙
げている。勤務館でも本調査に回答
したが，日頃の移動図書館サービス
を振り返り，多様なあり方が可能で
あることを改めて実感する機会と
なったのを覚えている。
　第２章「移動図書館の現在地」で
は，全国の図書館車数の経年推移や，
過去５回実施された実態調査を紹介
し，移動図書館を考えるにあたって
の土台を示す。台数の推移グラフか
らは，1990年代後半をピークに減少

傾向となり，2000年代後半以降は横
ばいで推移していることがわかる。
さらに都道府県別の台数推移も紹介
し，大都市圏では台数が減少する一
方で，地方の道県では増加傾向にあ
ることを明らかにしている。分館の
設置や図書館車の更新などを要因と
して移動図書館の廃止が相次いだ
が，その後再評価が進み，総数は横
ばいながらも地域によって増減があ
るという実態が示され，示唆に富む。
　第３章では調査の実施方法を述べ，
第４章では集計結果を解説してい
る。第５章「調査のまとめ」では，
調査結果に見られる特徴を分析し，
先行研究や参考資料などを紹介しな
がら，今後の移動図書館の可能性を
考察する。
　本調査の回答票は，過去の実態調
査項目を参考にしたうえで，各地の
移動図書館現場を訪れて研究を積み
重ねた著者ならではの視点で，選択
肢の設定など工夫して設計されてい
る。集計結果は，質問項目ごとに各
選択肢の回答数・割合を示した分布
表とともに端的に解説されている。
項目によっては，比較対象として市
立・町村立の内訳や1979年調査回答
が加えられ，自治体規模による違い
や時代的な変化の有無が把握できる
ようになっている。
　運営方法は直営の割合が高く，委
託は町村立よりも市立の方が高い傾
向にあること，同行人数は２人から
３人，標準的な停車時間は「16-30
分」の割合が高いことなどが調査結
果からわかる。1979年調査回答と比

較すると，少人数・短時間で巡回す
る傾向へと変化が見られ，興味深い。
調査結果を一つ一つ読み解くこと
で，自館の移動図書館サービスの立
ち位置を把握することができる。
　定期巡回先の回答結果では，小学
校が最も多く，次いで幼稚園・保育
園，高齢者施設が多くなっている。
回答票には30以上の場所が提示され，
その中には「銭湯，温泉，公衆浴場」
や「刑務所・少年院・矯正施設」な
ども含まれるが，いずれの選択肢に
も回答が寄せられており，多様な移
動図書館の活動実態をうかがい知る
ことができる。さらに「資料編」に
は，臨時巡回やコロナ禍の活動に関
する自由記述内容が収録され，今後
を考えるにあたって参考となる情報
が数多く盛り込まれている。
　自動貸出機などの導入が進み，館
内で利用者とのやりとりが少なくな
る中で，館外へ出向いて本を届ける
移動図書館は利用者との距離が近
く，図書館サービスの最前線とも言
える。地域のニーズに応じて能動的
に幅広いサービスを展開することが
でき，多くの可能性を秘めている。
本書には著者の移動図書館に対する
熱い思い，全国で活動する図書館員
へのメッセージが込められている。
今回の実態調査を機に移動図書館の
課題共有や未来に向けた議論が深ま
ることを期待する。
 （外

と ま る

丸須
す み の

美乃：大阪市立中央図書館 )

移動図書館の「いま」
全国移動図書館実態調査2022

石川敬史編著
東京　：　日本図書館協会

2025．　－　127p，図版2p（ページ付なし）　：　26㎝

ISBN　：　978-4-8204-2415-4　：　¥2,000（税別）

NDC10：015.5
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　「図書館には無限の可能性がある」
「図書館でなら何だってできる」と
いった希望に満ちた言葉や，各地の
先進的な取り組みを耳にするもの
の，「人員も限られ，日々の業務で手
いっぱいで，この図書館で新しいこ
とを始めるのは難しいよ…」と嘆く
図書館員の声は，昨今の社会状況と
合わさって少なくないのではないだ
ろうか。
　本書の共著者である嶋田学と伊東
直登は，ともに図書館職員としての
経歴を持つが，歩んできた職務経験
は大きく異なっている。嶋田は図書
館現場での経験を重ね，複数館で勤
務したのち図書館長も務め，新図書
館の開設にも携わった。一方，伊東
は長野県塩尻市の一般行政職として
長く勤務し，異動により図書館（を
含む部署）に配属された経歴を持つ。
同じく新図書館開設および館長職を
経験している点は共通するものの，
視点の出発点は大きく異なる。
　本書は七章の章立てで構成され，
法律や制度など図書館行政の基礎か
ら出発し，具体的・発展的な内容へ
と展開する。第１章から第３章では，
図書館をめぐる歴史的背景，現代図
書館における基本的サービス，「地域
の図書館」の強みを生かす課題解決
支援サービス，さらには2000年代以
降に注目されてきた　「『場』として
の図書館」などを扱う。これらは，
図書館という流れに途中から合流し

た人びとが，歴史や概念的基盤を学
ぶうえで有用な内容となっている。
　第４章では図書館資料を扱い，と
くに資料選定や評価についての項で
は嶋田の主張が色濃く表れるが，運
営条件や地域的要件の多様性に十分
配慮した記述になっており，原則的
な指針としての妥当性と，現場で参
照し得る実用性を兼ね備えた章に
なっている。一方で，第５章「図書
館のマネジメント」での伊東の主張
は，自身の行政経験を踏まえた視点
をベースにしたものが多く，語る言
葉は非常に具体的で現場的である。
政策，財政，組織づくりなど行政職
員にとって基本かつ必須の知識を，
丁寧かつ平易に解説する。 同章

「チームマネジメント」の項において
は，主に館長職の役割や心得が論じ
られ，図書館現場の特性に根ざした
組織運営の難しさや課題が的確に示
されている。新たに館長職に就く者
にとっては重要な視点となろう。
　著者二人はいずれも新図書館開設
の経験を有している。近年でも，新
館建設の動きに伴って図書館に配属
される行政職員，施設規模の拡大に
より新たに採用される図書館職員，
あるいは運営を委託される民間企業
のスタッフなど，新館開設に携わる
人びとは一定数存在する。本書第６
章では，図書館施設が新しくなる際
に特有の業務について紙幅を割く。
新館開設のタイミングは「図書館の

流れに新たに合流する人」が最も多
いタイミングであり，本章はそんな
右も左もわからない担当者にとって
有益な指針となり得る。また最終の
第７章では，「住民と図書館」の関係
を自治・連携・協働の観点から整理
している。
　本書が扱う図書館業務の範囲は極
めて広く，現代の図書館が担いうる
役割の多様性をそのまま反映してお
り，まさにこのことが「図書館の経
営」を困難にする主要因である。「あ
れもこれもできる，やらなくてはな
らない，考えるべきことが多い」と
いう現実のなかで，日常業務の確実
な遂行を重視する図書館員と，組織
全体の最適化を図る管理職（あるいは
管理部門）とのあいだに，目的意識の
ずれが生じる場合がある。こうした
乖離が潜在的に組織の成長を阻害し
ている図書館も少なくないだろう。
　本書は，広範な業務について一つ
ひとつ「こういう背景を抑えてね」

「こんな視点も必要だよ」と学習の必
要性を迫ることで，図書館現場と基
幹的マネジメント部門との相互理解
を促し，分断を解消するための知的
媒体として機能しうる。図書館現場
を自治・地域・行政に埋め込む一助
となる一冊ともいえるだろう。

 （髙
たかはし

橋将
ま さ と

人：南相馬市立中央図書館）

図書館を経営するということ
教育・文化・産業をつなぐ地域づくり
嶋田学，伊東直登著
東京　：　青弓社
2025．　－　235p　：　21㎝
ISBN　：　978-4-7872-0090-7　：　¥3,000（税別）
NDC10：013
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　本書は，コペンハーゲン大学名誉
教授で知識組織論（KO）の専門家で
あるビアウア・ヤアランの著書 In-
formation Seeking and Subject Rep-
resentation: An Activity-Theoretical 
Approach to Information Science

（1997）の根本彰による翻訳書である。
邦題が『知識組織論とはなにか：図
書館情報学の展開』とあるのは，ヤ
アランが本書において， 情報探索
information seeking（序論では，利用
者研究と情報検索information retrieval研
究の両方の領域を含むと言われている）

の一般理論を作るというKOと呼ば
れる分野に属する問題を検討するこ
とにより，情報学の基礎理論を構築
しようとしているからだと考えられ
る。
　本書の興味深い点は，情報探索の
一般理論を作る際に，「情報学におけ
る知識と科学に関する実証主義的お
よび観念論的な仮定を批判的に分析
し」（p.4），「知識を，科学分野などの
集合的な人間組織に組み込まれ，歴
史的および文化的に発達した所産」

（p.4）として見なす視点を導入する点
にある。これらの視点は，ジョン・
デューイのプラグマティズムとも結
びつく活動理論や，トマス・クーン
のパラダイム論とも関係するもので
ある。そして，その考えを発展させ
たところに，KOにおけるヤアラン
のドメイン分析という方法論（本書
でも後述）がある。ドメイン分析が

KOの実践においてどのような意味
を持つかを検討するためにも，本書
で展開されている議論は重要になっ
てくる。以下で本書の内容を章ごと
に簡単に紹介する。
　第二章では， 主題探索 subject 
searchingを，特定の問題の解決や情
報ニーズの満足に役立つ未知のド
キュメント（コード化された特定内容を
持つメディア）を探索することと定義
する。そして，主題データを，「内容
関連の基準により適合的なドキュメ
ントを識別しようとする情報探索者
への支援機能をもつデータ」（p.32）

としたうえで，主題データは，内容
志向かニーズ志向かのいずれかだと
し，どちらをとるかに認識論が関係
していることを示唆する。
　第三章では，主題分析を「ドキュ
メント（または情報源）の主題を分
析し， その後この分析を主題表象
データとして示す知的または自動化
されたプロセス」（p.49-50）とし，何
らかの分類システムを使って分析さ
れたドキュメントは「組織化された
知識」として表現されるとする。そ
して，主題分析にも認識論的枠組み
が関係していることを指摘したうえ
で，認識論としてプラグマティズム
的視点をとったうえで主観主義にな
らないことの重要性が主張される。
　第四章では，いくつかの認識論的
立場が紹介され，その立場が主題概
念とどう関係するかが述べられる。

そして，デューイの哲学や活動理論
に立って主題について考えること，
アプローチが異なれば主題概念が異
なることを踏まえて主題概念を考え
ることの重要性が指摘される。
　第五章では，認識論的立場を踏ま
えた方法論的原則が検討される。方
法論的個人主義（知識を個人の精神状
態とする）が批判され，方法論的集合
主義（知識を文化的プロセス・文化的産
物とする）としてのドメイン分析が提
案される。
　第六章では，ドメイン分析の観点
では，「情報探索行動は，専門分野ま
たは談話コミュニティの枠組み内で
の，知識の生産者と利用者間の協力
プロセスのステージ」（p.162）である
とし，その方法論で，情報探索の不
確実性の問題のような，情報探索の
中心的な問題を分析する。
　第七章では，方法論的集合主義の
観点から，情報ニーズ概念が検討さ
れる。
　本論を受けての今後の問題は，方
法論的集合主義を支える認識論とし
ての，相対主義にならないパラダイ
ム論をどう正当化するかということ
であると考えられる。それは，ドメ
イン分析が実際にどのような成果を
生み出すかとも関係している。
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日時：11月27日（木）14:00～16:40
場所：日本図書館協会504会議室，
Web会議（Webでの出席は「Ｗ」と
記載）
出席常任理事：植松貞夫（理事長），
角田裕之（副理事長），岡部幸祐（専
務理事兼事務局長兼出版部長），曽木
聡子（専務理事），植村八潮（常務理
事：Ｗ），杉本重雄（常務理事），鈴
木直人（常務理事），成瀬雅人（常務
理事）
列席理事：松井俊（国立国会図書
館），森いづみ（公共図書館部会：
Ｗ），大谷康晴（図書館情報学教育部
会：Ｗ），佐藤康之（大学図書館部
会：Ｗ），深水浩司（専門図書館部
会：Ｗ），高橋恵美子（学校図書館部
会），久野高志（短期大学・高等専門
学校図書館部会：Ｗ）

＊
１．会議成立要件の確認
　岡部専務理事兼事務局長兼出版部
長（以下「事務局長」という）より，議
事に先立って，会場及びZoom上の
画面で本人の出席を確認し，出席者
が定足数を満たし会議が成立するこ
とが確認された。
２．開会宣言・理事長挨拶
　植松貞夫理事長（以下「理事長」と
いう）より挨拶の後，開会が宣せら
れた。

＊
〈協議・報告〉
　説明者として図書館災害対策委員
会（以下「災害対策委員会」という）の
末次健太郎委員長に出席いただくこ
とから，議事次第の協議順を変更し
て進行することとした。
９．報告事項

（3）2025年度災害等により被災した
図書館等への助成の審査結果につい
て

　末次委員長より，資料に基づき説
明があった。今年度は全国から27件
の申請があり，そのうち16件に対し
て総額278万3000円の助成を決定し
た。審査は10月９日（木）に災害対策
委員会委員８名で実施した。申請総
額は約909万円，助成財源は一ツ橋綜
合財団からの寄附金200万円と協会へ
の寄附金を合わせた約300万円とし，
この範囲内で審査を行った。審査方
針は，復旧，復興，防災の順に優先
度を置き，特に被災資料や施設の復
旧に直結するものを重視した。その
結果，11件は残念ながら審査基準に
照らし助成に至らなかった。災害の
内訳は，能登半島地震が７件，奥能
登豪雨が３件，令和７年豪雨等が６
件である。傾向としては，水害によ
る資料の水濡れや家具の損壊が多
く，また学校図書館からの申請が増
えた。なお，建物修繕や雨漏り等，
自治体の本来の責務にあたる部分は
優先度を下げて判断している。
　今年度は財源に対して申請額が大
きく上回ったため，全額ではなく一
部の助成にとどまる案件があった。
この点で申請者からの会計処理上の
問い合わせが多く，課題も見えた。
今後は一部助成の可能性があること
を事前に周知していく等，運用面の
改善が必要である。
　特段の質疑や意見はなく，報告を
諒とした。
〈主な意見など〉
理事長：今回の助成では，一件20万
円の助成では復旧が達成できない例
が多いということか。
末次：全体に応募件数が多かったこ
とが審査の課題であった。広く分配
するべきか，必要なところに分配し
ていくべきか悩んだところである。
少しでも助けになればと見受けられ
るものに助成した。基本額が20万円
という設定なので，その中で助成す
るということにした。

　続いて，末次委員長から提案が
あった。クマ出没による被害につい
て，対策についてどうするか議論し
ている。災害対策委員会では本委員
会を自然災害の被災について考える
委員会として捉えており，クマ被害
については災害対策委員会だけでは
対応が難しい。
　しかし，特に被害の出ている東
北・北陸地方の図書館関係者は不安
なところも多いと思うので，協会と
してプロジェクトチームのようなも
のを作り，早急にどのようなことを
考えるべきか情報発信等をしていた
だきたい。災害対策委員会の委員も
協力できると思うが，協会からも発
信をしてもらいたい。『みんなで考え
る　こんなときどうするの？－図書
館における危機安全管理マニュアル
作成の手引き』ではクマ侵入には十
分対応できないため，自治体や国か
らの情報発信，被害が出た場合の情
報収集をするチームの設置を検討し
てもらいたい。
〈主な意見など〉
曽木：東北地方の図書館の職員から
は，鳥獣被害については地域住民や
地元産業に影響することでもあり，
情報収集して住民と共有し，専門部
署と連携していると聞いている。
　提案については，図書館でクマ被
害に遭わないようにと警告をするこ
とか。図書館でクマと遭遇したらど
うするか，地域住民を守るために図
書館ができることを提示していくと
いうことが考えられるが，プロジェ
クトの目的としてはどこに絞るのが
よいか。
　また，文部科学省（以下，「文科省」
という）のウェブサイトでは，政府が
とりまとめた「クマ被害対策パッ
ケージ」や，学校に対する事務連絡
といくつかの自治体のマニュアルの
リンクが掲載されている。他には，
環境省から「クマ類の出没対策マ

協 会 通 信
常任理事会
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ニュアル」も出されている。提案は
こうした情報の提供をするというこ
とだと考える。クマの出没情報につ
いては，フェイクニュースもあり，
情報の提供には，内容の精査も必要
である。このようなことも含め，協
会のウェブサイトにポータルサイト
を作って新型コロナウイルス感染対
策時と同様の対応をするということ
でよいか。
末次：国や自治体からもさまざまな
情報発信はされているが，図書館が
対策をしようとするときに協会ウェ
ブサイトにリンク集があるというこ
と，現場に近い地域にとって必要な
対策を考えるためのヒントになる形
がよい。何をすれば図書館員にとっ
て役に立つのかを話しあうチームを
組んでもらえるとよい。委員会をま
たいで，あるいは有志の会のような
形でもよいと思う。協会が「対応を
考えている」というメッセージを発
信すること自体が，全国の図書館員
によって心強いものになると思う。
理事長：長野県はどういう状況か。
森：自治体からのクマ目撃情報は頻
繁に届いており，日常的に注意が必
要である。岩手県紫波町では，先行
して鳥獣被害対策や連携ノウハウを
蓄積している。そうした地域の情報
を協会のウェブサイトに集約できれ
ば，現場にとって安心だと思う。
事務局長：プロジェクトの中心とな
る組織，人を決めなければ動きにく
い。『みんなで考える　こんなときど
うするの？』をまとめた図書館政策
企画委員会にも相談の上，業務執行
理事の方でも検討することにしては
どうか。
理事長：ウェブサイト上での情報発
信ほか，検討する。
１．「公益社団法人日本図書館協会　
産前産後・育児・介護休業等に関
する規程」の改正について

　事務局長より，資料に基づき説明
があった。「育児休業，介護休業等育
児又は家族介護を行う労働者の福祉
に関する法律」の改正に伴い，規程
の改正を行うものである。改正箇所

は以下のとおりである。
・第１条（目的）に「柔軟な働き方
実現するための措置等に関する取扱
い」を追加
・第17条（子の看護等休暇）におい
て対象を「小学校３年生修了前の子
を養育する職員」まで拡大，取得事
由の追加，「採用後６か月未満の職
員」を除外対象から外す
・第18条（介護休暇）「（1）採用後６
か月未満の職員」を削除
・第20条（育児・介護のための所定
外労働の制限）の対象を「小学校就
学の始期に達するまでの子を養育す
る職員」まで拡大
・第９章に「柔軟な働き方を実現す
るための措置」を追加し，第25条

（柔軟な働き方を実現するための措
置）を新設
・第28条（円滑な取得及び職場復帰
支援）に周知・意向確認等に関する
事項を追加
　なお，この案は顧問弁護士の確認
前のため字句修正の可能性があるこ
とをご承知いただきたい。
　特段の意見や質疑はなく，理事会
に諮ることが承認された。
２．「公益社団法人日本図書館協会理
事会から常任理事会に委任される
事項に関する理事会申し合わせ」
の改正について

　曽木専務理事より，資料に基づき
説明があった。これは申し合わせで，
規程ではないが，定款第47条３項

「常任理事会は，この法人の日常業務
の執行及び理事会から委任された事
項の実行を決定する」という規定に
基づき，理事会から委任された事項
を挙げたものである。改正は，「一　
執行を委任する事項」の「（10）各種
団体開催行事への後援・協賛に関す
る事項」について，「共催」を加える
ものである。
　「公益社団法人日本図書館協会　
後援・共催・協賛に関する要項」の
規定とも齟齬が見られ，この申し合
わせに共催についての規定がないた
め，共催について理事会に承認を諮
ることになっている。双方の規定を

揃え，手続きを同じとするための改
正である。　
　特段の質疑や意見はなく，全員の
賛成により異議なく承認され，理事
会に諮ることが承認された。
３．2024年度財務分析報告書につい
て

　鈴木常務理事より，資料に基づき
説明があった。今回は定量的経営判
断のために，過去10年の推移をもと
に分析を行った。
　2024年度の経常収益成長率は104.8�
％となり，前年より4.4ポイント増加
した。出版事業の収益は減少してい
るものの，受取会費の減少分を資料
交換収益や受取寄附金で補っている。
　経常増減額は1,510千円のプラスと
なり，前年の▲6.1％から改善した。
主な要因は，研修事業や出版事業，
受取寄附金の増加である。
　人件費率は40.3％で，前年より4.2
ポイント減少した。職員の出向，退
職，退職職員の補充を嘱託職員へ移
行したことが主な要因だが，人件費
率は単純に下げれば良いというもの
ではなく，業務量と収支のバランス
を保つことが重要である。
　流動比率は270.9％で1.5ポイント減
少，当座比率は121.9％で0.1ポイント
改善した。いずれも改善の余地があ
る。
　借入金は９月に完済し，リース債
務も2031年に完済予定である。これ
により，借入金比率は低下し，安全
性が向上する見込みだ。
　有形固定資産回転率は0.28回で，
前年より若干改善したものの，建物
資産等の活用についての見直しが必
要である。
　営業キャッシュフローはプラス
19,196千円で，投資キャッシュフロー
はマイナス8,011千円，財務キャッ
シュフローはマイナス9,228千円とな
り，年間でプラス1,957千円となった。
　2024年度末の現預金は22,270千円，
退職給付引当金は43,272千円であり，
現預金残高を上回っている。今後の
退職金支払いを見据え，営業キャッ
シュフローの改善が不可欠である。
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　公益事業では，研修事業の収益は
前年を上回り，収支差額も増加した
が，出版事業は収支差額は前年度を
上回ったものの，対前々年度では▲
2,982千円となり，強化が必要である。
　第110回全国図書館大会長崎大会は
規模が小さかったため，負担金が減
少し，赤字幅も縮小した。
　管理費はウェブサイトのリニュー
アルに伴う委託費が計上され，前年
よりプラスとなった。しかし，今後
の建物修理などの支出を見越して，
さらなる管理費の見直しが必要であ
る。
　今後の課題として，会員数の減少
に対する対策と出版事業の再建が急
務である。戦略的に法人運営を進め，
キャッシュフローを改善しながら今
後の展望を描いていくことが重要で
ある。
　続いて，事務局長より補足説明が
あった。今回の財務分析は前年度か
ら分析項目を見直し，経営状態をよ
り具体的に把握できる内容になっ
た。特に重要なのは有形固定資産回
転率が非常に低い点であり，これを
改善するためには協会会館の有効活
用が不可欠である。現在，６階は部
屋貸しで収益を得ているものの空室
の借り手が見つかっておらず，５階
の会議室や２階の研修室，１階のエ
ントランス部分も含め，さらなる活
用策を検討する必要がある。こうし
た取り組みによって有形固定資産回
転率を引き上げていくことが求めら
れている。また，今後の課題として
会員数の減少が挙げられた。図書館
職員数に対する会員数の割合はこの
10年で9.6％から6.0％に落ち込み，図
書館職員の協会離れや非正規職員化
の進展によって入会へのインセン
ティブが働きにくい状況にあると考
えられる。会員のニーズを的確に把
握し，入会のメリットを明確に示し
ていくことが必要と考えている。
　質疑や意見の確認の後，理事会に
諮ることが承認された。
〈主な意見など〉
成瀬：今回の財務分析について，中

小企業診断士資格を持つ鈴木理事に
よる発表は非常に分かりやすく，最
も理解しやすい分析だった。前年と
比較すると出版事業や研修事業はや
や改善しているものの，長期的に見
ると会員数や出版収益の減少は依然
として続いており，全体として低落
傾向にある。結果的に，職員の出向
や退職を非正規で補うといった，前
向きではない形での削減によって支
えられている状況であり，根本的な
改善には至っておらず，なんとか赤
字化を防いだというふうに見える。
今後の課題については，理事会では
理事長から問題点を明確に示し，そ
の上でどの分野に特に力を入れて取
り組むのかを発表することが望まし
いと感じた。
４．2025年度第２回代議員総会の開
催について

　事務局長より，資料に基づき説明
があった。対面・オンライン併用の
ハイブリッド出席型方式により開催
することとしたい。開催の日程は
2026年３月12日（木），会場は日本図
書館協会研修室とWeb会議システム
である。議事については，本日は仮
であるが，報告事項として，報告１

「2026年度公益社団法人日本図書館協
会事業計画について」，報告２「2026
年度公益社団法人日本図書館協会予
算について」，報告３「2026-2029年
度代議員選挙結果について」，報告４

「第111回全国図書館大会愛媛大会及
び第112回全国図書館大会石川大会に
ついて」である。議題は，理事会で
の意見を踏まえ，決定する。報告事
項のみとなるため，代議員に議論い
ただける議題も検討したい。オンラ
イン出席に関する留意事項や傍聴の
扱いは前回と同様である。延期・続
行の場合の予備の候補日は，３月19
日（木）とする。
　質疑や意見の確認の後，理事会に
諮ることが承認された。
〈主な意見など〉
松井：第２回代議員総会の出席は，
選挙後の代議員か，前期の代議員か
どちらか。

事務局長：現代議員の任期は2026年
３月の代議員総会までと考えている。
曽木：選挙後の確定が代議員総会後
なので，３月までは現在の代議員が
出席する。
事務局長：選挙管理委員会事務局に
確認しておきたい。選挙の開票日，
異議申し立て期間，当選の通知日は
どうなっているか。代議員総会の後
に，申し立て期間が終了し確定する
ことになっていたか。
事務局：2026年２月20日（金）開票，
３月上旬に理事長に報告し決定する
ことになっている。
森：会員数減少の課題に関連し，全
国の図書館施設数や職員数を母数と
した加入率の試算について，部会・
委員会のあり方検討委員会でも検討
している。こちらにも数字の情報提
供をお願いしたい。また，代議員は
協会の中で最もアクティブに経営に
関わりたいと思っている方々である
と思うので，代議員総会では，報告
のみではなく有効な議論ができるよ
う，事前の情報提供や検討課題の提
示などしていただきたい。
理事長：会員へのアンケートの結果
を用いて，議論することもできると
思う。執行理事で準備をすすめたい。
５．委員会委員の承認について
　以下の委員の退任・新任等につい
て，確認し承認した。
・図書館施設委員会
　【新任】　�生形　恭子（國學院大學

図書館）　
・図書館施設委員会建築賞審査選考
委員会
　【退任】　�松尾　和生（（株）日本設

計，日本建築家協会副会
長）

　【新任】　�大谷　弘明（（株）日建設
計， 日本建築家協会会
員）

　以下の委員については，2025年６
月12日（木）の第２回理事会において
承認いただくものだったが，資料へ
の記載漏れとなっていたため，改め
て，さかのぼって承認した。
・障害者サービス委員会（関西）



図　書　館　雑　誌　Vol.120，No.2　93

　【委員長新任】　小原亜実子（大阪
府立中之島図書館）

・障害者サービス委員会（関東）
　【退任】　�西澤　達夫（日本障害者

リハビリテーション協
会）

　　　　　�牧野　綾（調布デイジー）
６．後援名義等の申請について
　以下の５件の申請について確認し
承認した。

【後援】
・朗読で綴る文学の世界（朗読小屋
浅野川倶楽部）
・アジアの図書館サポーター（公益
社団法人シャンティ国際ボランティ
ア会）
・絵本を届ける運動（公益社団法人
シャンティ国際ボランティア会）
・INFOPRO2025／INFOSTA創立
75周年記念式典（一般社団法人情報
科学技術協会）
・子ども文庫研究交流会in東京（公
益財団法人伊藤忠記念財団）
７．寄附金について
　以下の寄附金について確認し承認
した。
・2025年８月１日～2025年10月31日
入金分
　一般寄附金：３件� 46,934円　　
　指定寄附金：28件� 118,124円　　
　合計：� 165,058円　　
８．新入会員の承認について
　以下の新入会員について，確認し
承認した。
・2025年９月１日～10月31日入会分
　個人会員Ａ：12名
　個人会員Ｂ：４名
　団体会員：１館
〈主な意見など〉
杉本：入会時に所属する部会の選択
について，きちんとした説明書を用
意しているか，別途議論が必要と思
う。
理事長：所属機関と選挙区，希望部
会の他に入会時に収集している個人
情報でこの場に出せる情報はあるか。
杉本：議論の場と資料を準備した上
で議論したい。また，承認について
この場でやらなければならないかど

うか，入会の手続きについても，ま
だ決まっていないと思う。
事務局長：入会の手続きについての
見直しについては担当部署で進めて
いるので，お待ちいただきたい。
９．報告事項

（1）第111回全国図書館大会愛媛大会
について
　成瀬理事より，資料に基づき報告
があった。愛媛県立図書館から，参
加者数は合計854名（県外457名，県内
397名）という報告を受けている。直
前に申し込みの締切を延長したこと
により増加となった。初日の全体会
は640名参加。会場の１階席のみ使用
したことで，程よい埋まり具合と
なった。２日目の分科会はあいにく
の雨天となったが，各会場で熱心な
議論が行われ，報告を聞くだけでな
く参加型とする工夫も見られた。運
営面では，愛媛県立図書館が大会前
の３日間を休館し，全スタッフと多
数のボランティアの協力があった。
協会理事，事務局も尽力した。また，
愛媛新聞に大会記事が掲載され，分
科会の様子も的確にまとめられてい
た。今後，分科会について連載され
る予定である。現時点では参加者の
内訳や決算への影響については報告
が届いていないが，全体として大会
は成功との説明があった。
〈主な意見など〉
曽木：大会運営においては，松山大
学の司書課程の学生に協力をいただ
いた。学生のボランティア参加の様
子は大学のウェブサイトでも紹介さ
れ，学生の活動として広く公開され
ている。また，第15期認定司書認定
証交付式で登壇した認定司書が，同
大学卒業生ということで，学長が会
場に来られたことも聞いている。
成瀬：分科会の開催について，複数
の施設で開催したが，午前と午後の
間に１時間半の間隔を設けたことで
会場移動が可能となり，複数の分科
会に参加する方も多く見られた。次
回石川大会に向け，分科会のあり方
を見直し，よりコンパクトで参加者
が複数分科会に参加しやすい形を模

索している。来年２月の石川大会実
行委員会で具体的な形を決定する。
高橋：第12分科会を非正規雇用職員
に関する委員会が担当したが，録画
配信について知られていないのでは
ないかという意見があった。JLA
メールマガジンに告知を掲載するこ
とが現在進められているようだが，
宣伝についてはもう少し前から告知
してほしかった。
成瀬：当日開催以外の分科会の事前
告知が直前まで不十分なまま当日を
迎えたことがあり，お詫びする。次
回以降は同様の不備がないよう，十
分な準備をしたい。
高橋：録画配信の視聴者数や，参加
者の区分の内訳，経費について，今
後報告はあるか。
成瀬：改めて報告する。
理事長：大会記録ができるまでのプ
ロセスはどのようになっているか。
事務局：現在大会記録を作成してい
ただいており12月中旬を締切とし，
来年２月頃に完成する予定である。
成瀬：３月の最後の実行委員会で報
告，承認される予定である。

（2）2027年度以降の全国図書館大会
の開催について
　事務局長より，報告があった。
2027年度以降の開催について，佐賀
県立図書館が2029年度の開催を引き
受けることが確定し，すでに佐賀県
側でも公表された。2030年度につい
ては福井県立図書館に開催を依頼す
る予定であり，今後改めてお願いに
伺う方針である。また，県立長野図
書館，高知県立図書館，鹿児島県立
図書館については引き続き検討をお
願いしている状況である。
〈主な意見など〉
森：2029年以降はめどが立ちそうだ
が，2027年，2028年は決まっていな
いのか。
成瀬：現在のところ地方開催を引き
受けていただける都道府県は見つ
かっていない。執行部では東京を中
心に大学，公共施設を含め，会場候
補を探している。また，図書館総合
展の日程調整も並行して進めている
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が，確定には至っていない。
森：地方開催には大きな意味があり，
愛媛大会で松山大学の学生が参加し
たのも開催地ならではの成果であ
る。できれば地方開催を模索しつつ，
どうしても難しいときは東京で開催
するのも意味はある。東京開催にも
会員の関わるところはある。実行委
員会を立ち上げ，誰でも運営や企画
に関われる枠組みもあり得るのでは
ないか。長野での開催について，
2031年以前は難しいが，協力の形を
考えていきたい。
成瀬：全国図書館大会の委員会立ち
上げに向け，執行理事で準備を始め
ている。今後は一般の会員にも募集
をして，特に若い方に加わっていた
だき，実行委員会として東京開催も
含め検討したい。
大谷：大学での開催については，授
業のない時期でないと難しく，平日
に校舎全体を使うのは現実的ではな
い。土・日曜日や例外的に空いた
キャンパスを活用する可能性があ
る。図書館情報学教育部会として，
土日以外なら大学関係者に伝えるこ
とも検討できる。また，青山学院大
学で過去に会場となった経験はある
が，現在は体制が変わっており即答
はできない。土，日曜日や９月なら
可能性があるが，２月，３月は難し
い。選択肢を示してもらえれば協力
しやすい。
成瀬：木・金曜日にこだわらない。
今までとは違うスタイルを模索して
いる。９月が狙い目かもしれない。
地方開催では県立図書館の負担が大
きく，10月，11月より早い時期は難
しいが，東京で事務局と大学が協力
して開催するとすれば，時期にこだ
わらず広く可能性を検討したいと思
う。図書館情報学教育部会にも改め
てご相談する。

（4）2025年度中堅職員ステップアッ
プ研修（1）及び（2）の実施について

（5）2025年度児童図書館員養成専門
講座の実施について
　曽木専務理事より，資料に基づき
説明があった。中堅職員ステップ

アップ研修（1）はオンライン開催，
同じく（2）はオンラインと対面開催
である。詳細な内容については，今
後委員会で決定していく。児童図書
館員養成専門講座については，「図書
館利用に障害のある子どもたちへの
サービス」という項目が「読書バリ
アフリー」（半日）となり，新たに

「電子書籍サービス」（半日）を組み
込むことになった。また「科学の本
と科学あそび」は，「科学の本－見方
と選び方」と「科学あそび」に分け，
半日ずつ２人の講師が担当する。

（6）部会・委員会等主催のセミナー
開催について
　曽木専務理事より，資料に基づき
12月以降に部会・委員会主催の集会，
セミナーの開催について報告があっ
た。

（7）図書館・学校図書館の運営の充
実に関する有識者会議について 
　曽木専務理事より，資料に基づき
報告があった。第７回では「公立図
書館に求められる人材育成の現状と
今後の充実に向けて」として意見発
表を行った。公立図書館の現状や人
材育成，法律・予算の担保の必要性
を述べ，また「いつでも開いている
学校図書館へ－学校司書の配置等に
関する提言」を紹介し，公共図書館
と学校図書館の両方を充実させなく
てはならないことを主張した。学校
図書館については，全国学校図書館
協議会から選出された設楽委員より
学校司書，司書教諭の配置の充実に
ついて発表があった。この後，報告
書の骨子案が提示され，「集う」とい
う新しい役割の明文化，学校図書館
を学びの中心に位置付ける視点，読
書バリアフリーのあり方，人材不足
や研修の見直し，館長や司書の役割
の明確化，電子図書館サービスの財
源課題，高校の不読率の課題，学校
図書館図書標準に高校を入れるこ
と，図書館評価の必要性などが議論
された。次回12月に報告案が提示さ
れ，さらに協議が続く予定である。
　続いて，植村理事から報告があっ
た。有識者会議の議論の始まりは読

書バリアフリー法への公共図書館の
対応や，GIGAスクールで増える電
子書籍を学校図書館でどう扱うかと
いう点であったが，その後の議論で
は人材不足への意見が最も多かっ
た。特に学校司書の配置が少なく，
特別支援学校では深刻であること，
学校図書館法の「11学級以下は配置
不要」という規定は現状に合わず，
改正が必要であるという意見が出さ
れていた。学校図書館が子どもの居
場所として機能すべきというなら常
時開館することは当然であり，その
ためにも法改正が不可欠である。報
告書には法改正に向けた方向性を明
記し，議員立法として動かす必要が
ある。また，従来は報告書後に文科
省がガイドラインを作る流れだった
が，今後は次の検討委員会やワーキ
ングを設けるべきではないかと意見
を出した。
〈主な意見など〉
高橋：有識者会議での意見及び曽木
理事の報告に，高校の不読率の話が
あった。昨年の学校図書館部会夏季
研究集会で講演をお願いした『「若者
の読書離れ」というウソ』の著者飯
田一史氏は，講演で「高校生に関し
ては大人と同程度であり，国際的に
も不読率が特に高いとは言えない」
と話された。高校生については，不
読率の数値目標を設定したこと自体
が誤りではないかと思う。また，学
校図書館図書標準が小中学校と特別
支援学校のみ対象で高校が含まれて
いない点について，2023年度まで毎
年行われていた協会の地方交付税措
置の要望書に，高校も含めるよう要
求し続けた経緯があり，今さらの指
摘に違和感がある。
森：有識者会議では，学校図書館部
会が関連団体と連携し，提言や見解
を出すなど，協会としての存在意義
をしっかり示されていたと感じた。
一方で，公共図書館部会は，学校図
書館と並んで議論の場にあったにも
かかわらず，部会としての発信が十
分にできなかったことを残念に思っ
ている。協会からの委員も含め，有
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識者会議の委員から多くの意見をい
ただいたが，公共図書館部会は組織
的な動きには至らなかった。しかし
こうした機会は貴重なので，限られ
た時間の中でも，骨子案の修正や補
足について有志で検討する場を設け
ミーティングを行う予定である。現
場の声を反映させていきたいと考え
ている。
　また，博物館では博物館法の改正
と望ましい基準の見直しを当事者が
主導して進めていると聞いている。
図書館でも人員や財源の確保を含
め，図書館法改正など法的な整備が
必要だと考えている。今後，こうし
た点についても学んでいかなくては
ならない。
10．その他
　杉本常務理事より，部会・委員会
のあり方検討委員会の取り組みにつ
いて説明があった。会員全体の部
会・委員会に対する認識を把握した
上で議論を進めるため，『図書館雑
誌』11月号の発送時にアンケート依
頼の紙を同封し，オンラインフォー

ムで回答を受け付けている。回答期
間は約１か月，11月21日（金）から12
月26日（金）まで実施する。周知のた
め複数の方法で依頼を送る予定であ
る。委員会ではできるだけ簡潔に進
めたいとの意見もあり，まずは会員
の一般的な認知を把握することが目
的であると説明した。アンケートの
お知らせは，協会ウェブサイトの
トップページ，部会長・委員長にも
周知の協力をお願いしている。ご協

力いただきたい。
＊

＊今後の予定
・2025年度通算第４回（定時第４回）
理事会
　日時：2025年12月18日（木）
　　　　13時30分から
・2025年度第６回常任理事会
　日時：2026年１月22日（木）
　　　　14時から

土金木水火月日

＊○印の日が事務局のお休みです。

■2026年 3月■2026年 2月

土金木水火月日
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　今月号は「トピックスで追う図書
館とその周辺」で七つのトピックを
取り上げ，執筆いただきました。

　静岡県の「県立中央図書館司書育
成方針」では，専門職司書の採用を
再開するにあたって，県の図書館政
策を実現するための理想の司書像を
明らかにすることで，図書館内外に
研修体系の位置づけが分かりやすく
なったのではないでしょうか。
　「20年間のLibrary of the Yearが
目指したものと今後の展望」は顕彰
事業の大変さが伝わってきますが，

「良い図書館」を広く伝え，20年積み
重ねてきていただいたことに多くの
図書館関係者が感謝するとともに今
後の継続を願っているはずです。
　「一般社団法人とらいあが目指す
もの」では，図書館だけでなく地域
一体となった「学び」が人口減少に
悩む地方都市でのひとつの可能性を
感じるものです。
　「「本 de 恋活」でPR」は，筑後市
に恋木神社があり，「恋のくに」と
なっていて，単なる婚活イベントで
はなく，本も含め，筑後市立図書館
としての企画にストーリーが成り
立っていることが素晴らしいです。
　「新しい読書体験を通じた若者支
援施策のPR」では，広い兵庫県での
若者・Ｚ世代をターゲットにした施
策に「本」を核にするという企画が
逆に新鮮でもあり，今後は図書館と
の連携も期待したいところです。

　「政令市図書館政策サミット」は有
志で楽しみながら活動していること
が良いと思います。「政令市」に限ら
ず，同じような課題を有する都市の
図書館での集まりが増えると相談し
やすくなりそうです。
　そして最後の「図書館が劇場に！」
ですが，思いがあり，行動して道が
拓けたというストーリーは，図書館
の企画も含めて何にでも当てはまり
そうです。

　七つのトピックは，それぞれ異な
る場所での多様な事業や取り組みを
紹介していますが，全体を通して読
むと，ひとつのオムニバス作品のよ
うな印象を受けました。 本号のト
ピックスが読者の背中をそっと押
し，新たな一歩を踏み出すきっかけ
となれば嬉しく思います。
� （松本哲郎）

編集手帳編集手帳

図書館雑誌／ 3月号予告（Vol.120 No.3）　定価1026円　 3月20日発行予定
特集：議会図書室との連携による新たな可能性（仮題）　予定内容＝議会図書室の現状と課題，そして展望（牧瀬
稔），地方議会図書室の「理想と現実」を考える（塚田洋），愛媛県議会図書室の機能強化と愛媛県立図書館等と
の連携（大和友世），相模原市議会図書室の取り組み事例（岩永知子），政策づくりの知の拠点［議会図書室］を
支援する（河瀬裕子），愛知県図書館と愛知県議会図書室の連携について（磯部美江）。以上の特集のほか，〈ウチ
の図書館お宝紹介！◯256東京造形大学附属図書館〉美大とウィリアム・モリス－ケルムスコット・プレスから広が
る学びとデザイン（沼田真一），〈小規模図書館奮戦記◯325いよ本プロジェクト私設図書館ビブリオAA〉市民が市
民を支える小さな図書館－生き生きと人が輝く場所（岡田有利子），〈図書館で実践！ SDGs◯15（最終回）金沢市
立泉野図書館〉「SDGs」金沢市立泉野図書館の取り組み（木戸晶子），〈れふぁれんす三題噺◯328青森県立図書館〉
青森県立図書館のレファレンス事例（青森県立図書館参考・郷土室）等の連載記事，2025年度通算第４回（定時
第４回）理事会議事録等を掲載してお届けします。
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